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は
　
じ
　
め
　
に

本
稿
は
、
尾
張
藩
付
家
老
成
瀬
家
の
一
九
世
紀
前
半
の
当
主
正ま

さ

寿な
が（

天
明
二
年〈
一
七

八
二
〉～
天
保
九
年〈
一
八
三
八
〉）を
事
例
に
、
近
世
後
期
の
成
瀬
家
と
交
際
を
し
て
い
た

─
成
瀬
正
寿
を
事
例
に

─

武
家
の
特
徴
に
つ
い
て
、
主
に
両
敬
や
片
敬
に
あ
っ
た
大
名
家
や
旗
本
家
に
注
目
し
て

考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
後
述
の
と
お
り
、
正
寿
の
病
中
・
葬
儀
・
法
要
に
際

し
て
、
計
七
〇
〇
名
以
上
も
の
大
名
家
・
大
名
家
の
家
臣
・
旗
本
家
・
与
力
・
御
家
人
・

尾
張
藩
士
・
寺
院
・
女
中
・
出
入
の
町
人（
大
工
や
植
木
屋
な
ど
）が
見
舞
い
に
訪
れ
た
。

そ
の
う
ち
、
大
名
家
や
旗
本
家
は
約
二
五
〇
家
を
占
め
る
。
そ
の
大
半
は
成
瀬
家
と
両

敬
も
し
く
は
片
敬
に
あ
っ
た
。

両
敬
と
は
、
訪
問
・
応
対
・
書
札
な
ど
の
交
際
に
同
等
の
礼
を
用
い
る
こ
と
と
し
て

把
握
さ
れ
て
い
る
。
親
し
い
家
同
士
が
取
り
結
ぶ
関
係
で
あ
る
が
、
個
人
的
に
両
敬
を

結
ぶ
こ
と
が
あ
る
ほ
か
、
奥
方
が
主
体
と
な
っ
て
関
係
を
結
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。
片
敬

と
は
、
自
ら
が
奉
仕
す
る
主
家
を
卑
下
し
、
他
人
の
主
家
に
対
し
て
の
み
敬
称
や
敬
語

を
用
い
る
こ
と
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
片
敬
の
具
体
像
に
つ
い
て
詳
細

に
扱
っ
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
実
像
は
残
念
な
が
ら
不
明
な
点
が
多
い
。

一
方
で
、
両
敬
に
つ
い
て
は
研
究
の
蓄
積
が
見
ら
れ
る
。
研
究
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の

は
、
新
見
吉
治
氏
の
研
究
で
あ
る
。
同
氏
は
、
福
山
藩
阿
部
家
を
主
な
事
例
と
し
て
、

両
敬
は
姻
戚
団
で
あ
る
こ
と
、
大
名
同
士
だ
け
で
な
く
、
公
卿
と
大
名
、
大
名
と
旗
本
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の
間
に
も
両
敬
が
結
ば
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
同
氏
の
研
究
以
降
、
松
方
冬
子
氏

は
、
諸
大
名
家
に
残
る
両
敬
関
係
の
史
料
を
用
い
て
、
両
敬
は
、
親
・
姻
戚
関
係
を
母

体
と
し
つ
つ
も
、
血
縁
関
係
に
よ
ら
な
い
事
例
が
あ
り
、
意
識
的
な
契
約
関
係
と
い
う

性
格
を
持
つ
こ
と
、
老
中
を
輩
出
す
る
よ
う
な
大
名
家
に
は
、
他
家
か
ら
の
両
敬
の
申

し
込
み
が
多
く
あ
り
、
そ
の
背
景
と
し
て
、
幕
閣
の
有
力
者
と
の
関
係
を
保
ち
た
い
と

い
う
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。
そ
の
後
、
松
方
氏
の
研
究
を
基

に
、
①
奥
向
を
視
野
に
入
れ
た
研
究
、
②
大
名
の
卒
去
～
葬
送
に
お
け
る
他
家
と
の
交

際
、
③
「
御
家
」
存
続
を
目
的
と
し
た
将
軍
家
と
の
縁
戚
関
係
強
化
、
④
幕
末
維
新
期

に
お
け
る
両
敬
の
特
徴
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
①
に
つ
い
て
は
福
田
千
鶴
氏
が
、

松
代
藩
真
田
家
を
事
例
に
、「
奥
の
交
流（
縁
戚
関
係
）が
契
機
と
な
っ
て
結
ば
れ
た
両
敬

関
係
が
表
に
お
け
る
大
名
の
交
流
の
基
盤
と
な
っ
た
」
と
指
摘
し
た
。
②
に
つ
い
て
は

谷
川
愛
氏
が
、
松
代
藩
八
代
藩
主
真
田
幸
貫
の
死
去（
嘉
永
五
年〈
一
八
五
二
〉）に
伴
う
葬

儀
や
法
要
の
日
程
を
伝
え
る
書
状
の
宛
先
に
注
目
し
、
両
敬
の
家
に
送
付
す
る
場
合
は

宛
先
が
勝
手
向
で
あ
る
の
に
対
し
、
片
敬
の
場
合
は
表
向
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
③
に
つ
い
て
は
白
根
孝
胤
氏
が
、
尾
張
徳
川
家
を
事
例
に
、
尾
張
藩
九
代
藩
主
徳

川
宗
睦
が
、
一
橋
家
と
の
間
で
成
立
し
た
両
敬
を
基
に
、
将
軍
家
と
の
関
係
強
化
を
図

り
、
幕
政
に
も
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
こ
と
、
両
敬
が
契
機
と
な
り
、
一
橋
家
か
ら
養
子

を
迎
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
縁
戚
関
係
が
拡
大
し
た
と
指
摘
し
た
。
④
に
つ
い
て

は
篠
﨑
佑
太
氏
が
、
弘
前
藩
津
軽
家
・
館
林
藩
秋
元
家
・
津
山
藩
松
平
家
を
事
例
に
、

幕
末
維
新
期
で
は
、
両
敬
の
構
築
に
あ
た
り
、
姻
戚
関
係
に
よ
ら
な
い
地
域
的
な
結
び

つ
き
も
重
視
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
を
通
し
て
、
両
敬
は
姻
戚
関
係
を
契
機
と
し
た
親
し
い
家
同
士
の

結
び
つ
き
に
留
ま
ら
ず
、
当
時
の
政
治
状
況
と
も
密
接
に
関
連
し
た
結
び
つ
き
に
な
る

場
合
も
あ
り
う
る
も
の
と
把
握
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
今
ま
で
の
研
究
で
は
、
大
名
家

を
事
例
に
取
り
上
げ
る
傾
向
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
史
料
の
制
約
に
加
え
て
、
両
敬

が
大
名
社
会
の
な
か
で
育
ま
れ
て
き
た
側
面
を
持
つ
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
新
見
氏
や
松
方
氏
は
、
両
敬
の
主
体
が
必
ず
し
も

大
名
で
あ
る
必
要
は
な
か
っ
た
こ
と
、
相
手
方
に
旗
本
や
公
家
の
名
前
が
見
ら
れ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
松
方
氏
は
両
敬
の
内
実
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
両
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、
大
名
以
外
の
階
層
を
事
例
と
し
た

両
敬
の
様
相
を
分
析
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
一
つ
の
論
点
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
尾
張
藩
付
家
老
成
瀬
家
を
主
な
事
例
と
し
て
検
討
し
た
い
。
成

瀬
家
は
、
初
代
当
主
正
成
が
幼
年
よ
り
徳
川
家
康
に
仕
え
、
家
康
の
大
御
所
政
権
で
は
、

駿
府
政
権
の
年
寄
と
し
て
幕
政
に
参
画
し
て
い
た
。
慶
長
一
二
年（
一
六
〇
七
）に
家
康

四
男
松
平
忠
吉
が
死
去
し
た
後
、
九
男
の
徳
川
義
直
が
尾
張
国
主
を
命
じ
ら
れ
た
が
、

義
直
が
幼
年
の
た
め
、
正
成
は
義
直
の
傅
役
と
な
っ
た
。
同
一
五
年
に
正
成
は
家
康
の

命
に
よ
り
義
直
の
付
家
老
と
な
っ
た
こ
と
、
翌
一
六
年
に
尾
張
の
国
政
を
担
っ
て
い
た

平
岩
親
吉
が
死
去
し
た
こ
と
に
よ
り
、
正
成
は
同
じ
く
義
直
の
後
見
を
勤
め
て
い
た
竹

腰
正
信
と
と
も
に
尾
張
の
国
政
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
付
家
老
は
世
襲
制
の
た
め
次
代

以
降
の
当
主
も
そ
の
役
を
担
っ
た
。
近
世
を
通
じ
て
成
瀬
家
は
付
家
老
と
し
て
尾
張
藩

を
支
え
る
立
場
に
あ
っ
た
の
で
、
大
名
以
外
の
階
層
に
あ
た
る
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
正
寿
は
、
第
一
章
第
一
節
で
詳
述
す
る
と
お
り
、
尾

張
藩
十
代
藩
主
斉
朝
や
十
一
代
藩
主
斉
温
か
ら
重
用
さ
れ
、
十
一
代
将
軍
家
斉
か
ら
の

信
任
も
厚
か
っ
た
。
ま
た
、
同
じ
く
尾
張
藩
付
家
老
竹
腰
家
、
紀
州
藩
付
家
老
安
藤

家
・
水
野
家
、
水
戸
藩
付
家
老
中
山
家
と
と
も
に
付
家
老
の
家
格
改
善
に
も
取
り
組
ん

だ
人
物
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
正
寿
の
活
動
に
お
い
て
、
大
名
家
や
旗

本
家
と
の
交
際
は
い
か
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
の
か
と
い
う
点
も
併
せ
て
分
析
し

た
い
。
以
上
の
問
題
意
識
の
も
と
、
ま
ず
第
一
章
で
は
正
寿
の
経
歴
や
葬
儀
の
様
子
な
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ど
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
二
章
で
は
見
舞
い
に
訪
れ
た
両
敬
・
片
敬
の
大
名
家
・
旗
本

家
に
注
目
し
、
正
寿
の
交
際
関
係
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
各
家
か
ら
の
見
舞

い
の
状
況
に
注
目
し
て
み
る
と
、
何
回
も
見
舞
い
の
使
者
を
派
遣
し
た
り
、
当
主
本
人

が
訪
問
し
た
り
す
る
家
も
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
見
舞
い
を
送
ら
な
い
家
も
存
在
し
た
。

正
寿
と
武
家
と
の
交
流
の
実
態
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
見
舞
い
の
頻
度
の
多
寡
に

よ
っ
て
正
寿
と
武
家
と
の
親
密
さ
の
程
度
が
分
か
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
点
を
念
頭
に
置
き
、
両
敬
と
片
敬
の
差
異
・
姻
戚
関
係
の
有
無
・
家
格
・
役
職
と
い
っ

た
観
点
か
ら
検
討
し
た
い
。

一
　
成
瀬
正
寿
の
経
歴

（
一
）　

正
寿
の
活
動

正
寿
は
、
天
明
二
年（
一
七
八
二
）二
月
二
三
日
に
先
代
当
主
正
典
の
四
男
と
し
て
江

戸
で
生
ま
れ
た
。
四
男
で
あ
る
の
で
、
本
来
な
ら
ば
家
督
は
長
兄
が
相
続
す
る
は
ず
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
長
男
正
賢
は
寛
政
一
〇
年（
一
七
九
八
）に
死
去
、
次
男
篤
行
は
安

永
九
年（
一
七
八
〇
）に
旗
本
の
金
田
家
の
婿
養
子（
の
ち
に
同
家
か
ら
離
縁
）、
三
男
隆
庸

は
天
明
四
年
に
旗
本
小
浜
家
の
婿
養
子
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
寛
政
一
〇
年
八

月
に
正
寿
が
嫡
子
に
選
ば
れ
た
。正
典
の
隠
居
に
伴
い
、
文
化
六
年（
一
八
〇
九
）七
月
二

九
日
に
家
督
を
相
続
し
た
。
正
寿
は
、
家
督
相
続
後
、
同
八
年
四
月
～
同
九
年
三
月
、

同
一
四
年
三
月
～
文
政
元
年（
一
八
一
八
）三
月
の
二
回
し
か
尾
張
を
訪
れ
て
お
ら
ず
、

生
涯
の
ほ
と
ん
ど
を
江
戸
で
過
ご
し
た
。
正
寿
の
活
動
の
特
徴
と
し
て
、「
は
じ
め
に
」

で
述
べ
た
よ
う
に
、
①
斉
朝
・
斉
温
・
家
斉
と
の
親
密
な
関
係
、
②
御
三
家
付
家
老
の

家
格
改
善
が
挙
げ
ら
れ
る
。
以
下
、
本
節
で
は
、
先
行
研
究
の
成
果
に
基
づ
き
な
が
ら

右
の
二
つ
の
点
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

ま
ず
①
斉
朝
・
斉
温
・
家
斉
と
の
親
密
な
関
係
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。
正
寿
が
家

督
を
相
続
し
た
時
の
尾
張
藩
主
は
斉
朝
で
あ
っ
た
。
斉
朝
は
、
も
と
も
と
家
斉
の
弟
で

あ
る
一
橋
治
国
の
子
と
し
て
寛
政
五
年
に
生
ま
れ
た
。
同
八
年
に
叔
父
の
斉
敦
の
養
嗣

子
と
な
り
、
同
一
〇
年
四
月
一
三
日
に
尾
張
藩
主
宗
睦
の
養
子
と
な
っ
た
。
同
一
一
年

一
一
月
一
九
日
に
は
家
斉
の
長
女
淑
姫
を
正
室
に
迎
え
た
。
そ
の
後
、
宗
睦
の
死
去
に

伴
い
、
同
一
二
年
一
月
二
九
日
に
家
督
を
相
続
し
た
。
斉
朝
が
宗
睦
の
養
子
に
な
っ
た

背
景
と
し
て
、
宗
睦
の
後
継
者
候
補
が
相
次
い
で
死
去
す
る
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
。

宗
睦
に
は
治
休
・
治
興
の
二
人
の
男
子
が
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
安
永
二
年
・
同
五
年
に

二
一
歳
で
亡
く
な
っ
た
の
で
、
高
須
松
平
家
か
ら
甥
の
治
行
を
養
子
に
迎
え
た
が
、
治

行
も
寛
政
五
年
に
三
四
歳
で
死
去
し
た
。
治
行
の
嫡
子
の
五
郎
太
も
同
六
年
に
一
四
歳

で
亡
く
な
っ
た
の
で
、
弟
勝
長
の
男
子
勇
丸
を
養
子
に
迎
え
た
が
、
勇
丸
も
同
七
年
に

三
歳
で
死
去
し
た
。
そ
こ
で
、
同
八
年
に
家
斉
の
四
男
敬
之
助
を
養
子
に
し
た
が
、
敬

之
助
も
翌
年
に
死
去
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
藩
主
に
就
任
し
た
斉
朝
を
支
え
る
正
寿
で
あ
っ
た
が
、
斉

朝
の
官
位
昇
進
に
あ
た
っ
て
尽
力
し
た
際
な
ど
、
斉
朝
か
ら
刀
や
時
服
な
ど
を
褒
美
と

し
て
拝
領
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
将
軍
家
斉
か
ら
の
信
任
が
厚
く
、
私
的
に

複
数
回
面
会
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
後
者
の
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
篠

田
壽
夫
氏
は
以
下
の
二
点
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
は
淑
姫
の
存
在
で
あ
る
。
淑
姫
は
家

斉
の
初
子
で
寵
愛
を
受
け
て
い
て
、
淑
姫
が
大
奥
へ
年
礼
登
城
を
し
た
際
に
正
寿
も
同

行
し
て
い
た
。
そ
の
際
に
家
斉
か
ら
反
物
を
下
賜
さ
れ
る
な
ど
淑
姫
を
介
し
て
正
寿
は

家
斉
と
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
第
二
は
、
正
寿
が
、
家
斉
の
一
九
男
直
七
郎（
の

ち
の
斉
温
）を
斉
朝
の
養
子
に
さ
せ
る
こ
と
に
尽
力
し
た
か
ら
で
あ
る
。
斉
朝
に
は
子
息

が
い
な
か
っ
た
た
め
、
文
政
五
年
六
月
一
三
日
に
直
七
郎（
文
政
二
年
五
月
二
九
日
に
誕

（
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生
）を
養
子
と
し
た
。

斉
朝
は
文
政
一
〇
年
に
三
五
歳
で
隠
居
し
、
家
督
を
斉
温
に
譲
っ
た
。
し
か
し
、
斉

温
は
ま
だ
九
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
斉
朝
は
同
年
九
月
一
七
日
に
正
寿
に
対
し
て

「
御
行
状
等
ハ
勿
論
、
猶
更
万
端
無
斟
酌
申
上
相
勤
候
様
」
と
、
幼
年
の
斉
温
の
行
動
に

注
意
し
て
忖
度
な
い
よ
う
に
接
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
そ
の
後
、
斉
温
の
成
長
に
貢
献

し
た
正
寿
は
、
家
斉
よ
り
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
わ
れ
、
鞍
と
鐙
を
下
賜
さ
れ
た
。

次
に
②
御
三
家
付
家
老
の
家
格
改
善
に
つ
い
て
で
あ
る
。
幕
府
に
対
し
て
付
家
老
待

遇
改
善
を
求
め
る
動
き
は
、
文
化
一
三
年
に
水
戸
藩
付
家
老
の
中
山
信
敬
が
老
中
水
野

忠
成
に
、
八
朔
五
節
句
の
江
戸
城
単
独
登
城
、
将
軍
御
目
見
を
陳
情
し
た
こ
と
に
は
じ

ま
る
。
そ
の
後
、
同
じ
く
御
三
家
付
家
老
の
紀
州
藩
の
安
藤
・
水
野
両
家
、
尾
張
藩
の

成
瀬
・
竹
腰
両
家
も
運
動
に
加
わ
る
。
文
政
二
年
一
〇
月
に
信
敬
が
中
風
の
た
め
致
仕

し
た
後
は
、
安
藤
家
と
正
寿
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
し
て
、
同
七
年
一
二

月
三
〇
日
に
正
寿
に
対
し
て
「
重
き
御
役
を
も
相
勤
候
家
柄
ニ
付
、
八
朔
五
節
句
御
礼

申
上
候
様
可
被
成
候
」
と
、
八
朔
五
節
句
の
単
独
登
城
が
安
藤
家
と
と
も
に
認
め
ら
れ

た
。
ま
た
、
翌
八
年
に
は
残
り
の
中
山
・
水
野
・
竹
腰
の
三
家
の
単
独
登
城
が
認
め
ら

れ
た
ほ
か
、
天
保
四
年（
一
八
三
三
）一
二
月
に
は
五
家
全
部
の
月
次
登
城
が
実
現
し
て

い
る
。
正
寿
に
は
同
月
一
三
日
に
「
厚
き
御
願
之
趣
も
有
之
候
間
、
月
次
御
礼
申
上
候

様
可
被
成
候
」
と
月
次
御
礼
の
登
城
が
許
可
さ
れ
た
の
で
、
二
日
後
に
登
城
し
て
羽
目

之
間
に
お
い
て
、
家
斉
と
家
慶
に
面
会
し
て
い
る
。

（
二
）　

正
寿
の
死
去
と
葬
儀

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
文
政
期
か
ら
天
保
初
期
に
か
け
て
付
家
老
の
家
格
改
善
に
注

力
し
た
正
寿
で
あ
っ
た
が
、
天
保
六
年
ご
ろ
か
ら
し
ば
し
ば
足
の
痛
み
を
訴
え
る
よ
う

に
な
る
。
た
と
え
ば
天
保
六
年
九
月
八
日
に
は
、
明
日
の
重
陽
の
節
句
に
際
し
て
の
江

戸
城
へ
の
登
城
を
、
足
の
痛
み
の
た
め
取
り
や
め
る
こ
と
を
届
け
出
て
い
る
。

さ
ら
に
三
年
後
の
天
保
九
年
六
月
中
旬
に
な
る
と
持
病
の
痰
気
が
悪
化
し
始
め
た
た

め
、
正
寿
は
侍
医
の
薬
を
服
用
す
る
。
し
か
し
、
七
月
上
旬
か
ら
肺
の
状
態
も
悪
く

な
っ
た
。
正
寿
の
病
状
を
心
配
し
た
斉
温
は
、
尾
張
藩
奥
医
師
の
勝
田
三
雪
に
対
し

て
、
朝
と
夕
方
に
正
寿
の
屋
敷
を
訪
問
し
て
丁
寧
に
治
療
を
す
る
こ
と
、
定
期
的
に
斉

温
ま
で
病
状
を
報
告
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
そ
の
後
も
斉
温
は
、
頻
繁
に
正
寿
を
見
舞

う
使
者
や
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。
斉
温
だ
け
で
な
く
、
福
君（
斉
温
継
室
）・
斉
朝
も
同

様
に
見
舞
い
の
使
者
や
手
紙
を
送
っ
た
。
た
だ
し
、
尾
張
藩
主
家
の
見
舞
い
は
こ
の
時

に
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
正
寿
が
体
調
を
く
ず
し
た
際
に
は
、
そ
の
都
度
見
舞
い

を
実
施
し
て
い
る
。
足
の
痛
み
が
出
始
め
た
天
保
六
年
頃
も
正
寿
に
対
し
て
、
斉
温
や

斉
朝
は
見
舞
い
の
書
状
を
送
付
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
尾
張
藩
主

家
は
、
正
寿
の
体
調
を
常
に
気
に
か
け
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
特
に
斉
温
は
、

幼
少
期
か
ら
正
寿
が
傅
役
と
し
て
近
く
で
仕
え
て
い
た
の
で
、
正
寿
の
健
康
状
態
に
は

一
層
気
を
揉
ん
で
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
三
雪
の
治
療
を
受
け
て
も
正
寿
は
快
復
し
な
か
っ
た
の
で
、
次
に
江
戸

幕
府
奥
医
師
の
小
川
汶
庵
の
診
察
を
受
け
た
。
汶
庵
が
招
か
れ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る

が
、
文
政
九
年
六
月
三
日
と
同
一
二
年
四
月
二
九
日
に
乗
蓮
院（
斉
朝
生
母
）の
治
療
に

尽
力
し
た
褒
美
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
御
扶
持
十
人
分
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
縁

で
招
か
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
て
汶
庵
の
治
療
の
効
果
が
あ
っ
た
た
め
か
、
正
寿

の
体
調
は
快
復
し
た
。
し
か
し
、
八
月
中
旬
よ
り
再
び
体
調
が
悪
く
な
り
、
江
戸
幕
府

奥
医
師
の
多
紀
安
叔
の
診
察
を
受
け
た
。
加
え
て
、
尾
張
藩
奥
医
師
渡
辺
道
需
・
桑
名

藩
主
松
平
定
永
侍
医
磐
瀬
玄
策
・
江
戸
の
町
医
師
清
川
玄
道
が
相
談
し
て
薬
を
調
合
し

て
処
方
し
た
が
、
効
果
は
な
か
っ
た
。
一
〇
月
二
三
日
頃
か
ら
さ
ら
に
病
状
が
悪
化
し
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た
た
め
、
安
叔
や
玄
道
が
毎
日
診
察
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
で
も
快
方
に
向
か
わ

ず
、
同
二
六
日
の
夜
九
つ
時
に
は
重
態
に
な
っ
た
た
め
、
家
老
や
江
戸
詰
の
家
臣
が
出

仕
す
る
。
ま
た
、
安
叔
や
玄
道
に
対
し
て
、
診
察
に
来
る
よ
う
に
早
馬
で
呼
び
に
行
か

せ
る
が
、間
も
な
く
正
寿
は
危
篤
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
家
老
を
は
じ
め
家
臣
は
、

正
寿
の
も
と
に
見
舞
い
に
向
か
う
も
の
の
、
同
二
七
日
に
正
寿
は
、
麹
町
の
成
瀬
家
江

戸
屋
敷
に
て
死
去
し
た
。

正
寿
の
死
後
、
さ
っ
そ
く
葬
儀
の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
埋
葬
場
所
は
、
宝ほ

う

成じ
ょ
う

寺じ

（
曹
洞
宗
、
下
総
国
葛
飾
郡
栗
原
郷
）に
決
ま
っ
た
。
同
寺
は
も
と
も
と
法
城
寺
も
し
く
は

宝
浄
寺
と
表
記
さ
れ
て
い
た
が
、
正
成
が
家
康
か
ら
栗
原
郷
の
八
つ
の
村
々
の
領
地
を

与
え
ら
れ
た
折
に
、
成
瀬
の
「
成
」
を
と
っ
て
宝
成
寺
に
改
名
し
た
と
い
う
。
同
寺
に

は
、
正
成
の
次
男
の
之
成
・
之
成
の
息
子
の
之
虎
な
ど
一
部
の
成
瀬
家
の
人
々
の
墓
も

あ
る
。
正
寿
以
前
の
成
瀬
家
の
当
主
は
、
正
成
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
義
直
が
寛
永
二

年（
一
六
二
五
）に
開
山
し
た
白は
く

林り
ん

寺じ
（
臨
済
宗
、
尾
張
国
愛
知
郡
）で
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
正
寿
が
宝
成
寺
に
埋
葬
さ
れ
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
生
涯
の
大
半
を
江
戸

で
過
ご
し
た
こ
と
や
、
江
戸
で
死
去
し
た
こ
と
が
要
因
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な

お
、
遺
髪
は
白
林
寺
に
納
め
ら
れ
た
。

並
行
し
て
棺
の
製
作
・
葬
儀
に
際
し
て
の
家
臣
の
役
割
分
担
・
関
係
者
に
対
し
て
の

葬
儀
や
法
事
の
実
施
通
知
・
入
棺
や
葬
送
日
時
の
決
定
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
。
入
棺
や

葬
送
に
つ
い
て
は
、
吉
と
な
る
日
時
を
調
べ
た
結
果
、
入
棺
が
一
〇
月
二
八
日
の
未
の

刻
、
葬
送
が
一
一
月
六
日
の
亥
刻
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
一
一
月
六
日
の
亥
刻
に
正
寿
の
棺
が
麹
町
屋
敷
か
ら
宝
成
寺
に
向
け
て
出

発
す
る
。
出
棺
に
際
し
て
、
正
住（
正
寿
の
嫡
子
、
次
の
成
瀬
家
当
主
）・
鏐（
正
住
の
室
）・

鎗
次
郎（
正
住
の
弟
）・
富
貴（
正
住
の
妹
）な
ど
が
直
接
正
寿
の
も
と
に
見
舞
い
に
訪
れ

た
。
前
日
に
は
斉
温
や
福
君
か
ら
も
代
理
の
焼
香
が
あ
っ
た
。
棺
は
麹
町
屋
敷
を
出
発

し
た
後
、
九
段
坂
を
通
り
、
小
川
町
を
抜
け
て
両
国
の
回
向
院
に
て
小
休
憩
を
し
た
。

そ
し
て
、
竪
川
を
通
っ
て
、
逆
井
に
て
昼
食
を
と
っ
た
後
、
市
川
の
関
所
を
経
由
し
、

八
幡
村（
下
総
国
葛
飾
郡
）の
東
昌
寺
で
小
休
憩
を
し
て
宝
成
寺
に
到
着
し
た
。
同
寺
に

お
い
て
、
同
月
八
日
か
ら
一
〇
日
に
か
け
て
法
事
が
実
施
さ
れ
、
正
住
や
鏐
な
ど
は
家

臣
に
代
理
で
焼
香
な
ど
を
さ
せ
た
。
斉
温
・
福
君
・
斉
朝
か
ら
も
使
者
を
介
し
て
香
典

が
渡
さ
れ
た
。

二
　
成
瀬
正
寿
の
病
中
・
葬
儀
に
見
舞
い
に
訪
れ
た
武
家

（
一
）　

分
析
す
る
史
料
の
構
成
と
特
徴

成
瀬
家
と
大
名
家
・
旗
本
家
と
の
交
際
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、「
舜
徳
院
様
御
病

中
以
来
正
住
公
御
矇
中
迄
御
見
舞
等
右
御
挨
拶
御
使
者
手
扣
調
同
奉
札
調
幷
払
使
調
」

（
以
下
、「
御
使
者
手
扣
調
同
奉
札
調
幷
払
使
調
」
と
表
記
）と
い
う
史
料
に
注
目
し
た
い
。
こ

の
史
料
は
、
前
半
部
分
に
各
大
名
家
・
大
名
家
の
家
臣
・
旗
本
家
・
尾
張
藩
士
・
寺

院
・
女
中
・
出
入
の
町
人（
大
工
、
植
木
屋
な
ど
）が
、
そ
れ
ぞ
れ
正
寿
の
病
中
・
葬
儀
・

法
要
の
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
見
舞
い
に
訪
れ
た
の
か
書
き
留
め
て
い
る
。
後
半
部
分
は

「
御
使
者
手
控
・
奉
札
・
払
使
下
調
」
と
し
て
、見
舞
い
に
訪
れ
た
大
名
家
・
旗
本
家
・

尾
張
藩
士
・
寺
院
な
ど
に
対
し
て
、
成
瀬
家
が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
返
礼
を
し
た
の
か

記
録
し
て
い
る
。
返
礼
の
種
類
と
し
て
、
使
者
の
派
遣
・
奉
札
の
送
付
・「
払
使
」
が

あ
っ
た
。
特
に
大
名
家
や
旗
本
家
に
つ
い
て
は
、「
御
両
敬
御
大
名
様
方
江
御
使
者
手

控
」・「
御
両
敬
御
大
名
様
方
江
之
御
奉
札
調
」・「
片
敬
御
大
名
様
方
江
御
使
者
手

控
」・「
片
敬
御
大
名
様
江
之
奉
札
調
」・「
御
両
敬
御
旗
本
様
江
之
奉
札
調
」・「
片
敬
御

旗
本
様
江
奉
札
調
」
と
両
敬
・
片
敬
ご
と
に
返
礼
手
段
に
応
じ
て
分
類
し
た
う
え
で
記
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録
し
て
い
る
。
史
料
の
内
表
紙
に
「
戌
六
月
下
旬
舜
徳
院
様
御
病
中
ゟ
御
卒
去
并
正
住

公
御
朦
中
迄
万
御
見
舞
留
」
と
「
天
保
九
稔
戌
十
月
ゟ
調
之
至
十
二
月
」
と
記
さ
れ
て

い
る
の
で
、
正
寿
が
体
調
を
く
ず
し
た
天
保
九
年（
一
八
三
八
）六
月
下
旬
か
ら
正
住
の

喪
中
の
期
間
ま
で
に
見
舞
い
に
訪
れ
た
家
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
、
同
年
一
〇
月
か
ら

一
二
月
に
か
け
て
こ
の
史
料
を
作
成
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
作
成
者
が
判
明
す
る

情
報
は
同
史
料
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
正
寿
の
も
と
に
見
舞
い
に
訪
れ
た
家
の

リ
ス
ト
と
い
う
性
格
の
史
料
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
江
戸
詰
の
家
臣
が
作
成
し

た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

【
表
一
】
は
、「
御
使
者
手
控
・
奉
札
・
払
使
下
調
」
の
う
ち
、「
御
両
敬
御
大
名
様

方
江
御
使
者
手
控
」・「
御
両
敬
御
大
名
様
方
江
之
御
奉
札
調
」・「
片
敬
御
大
名
様
方
江

御
使
者
手
控
」・「
片
敬
御
大
名
様
江
之
奉
札
調
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
大
名
家
が
ど
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
正
寿
の
見
舞
い
に
訪
れ
た
の
か
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
注
目
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
大
名
へ
の
返
礼
方
法
を
記
録
し
た
部
分
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
部
の
旗
本
・
尾
張
藩
士
・
寺
院
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
旗
本
で
は
石
河
貞
大（
表
一
─
三
、
留
守
居
）・
大
久
保
忠
誨（
表
一
─
一
二
、
西
丸

側
衆
）・
成
瀬
藤
蔵（
表
一
─
一
五
、
小
納
戸
）・
小
浜
平
大
夫（
表
一
─
一
六
、
家
定
小
納
戸
）・

青
山
幸
敬（
表
一
─
一
七
、
中
奥
小
性
）・
水
野
忠
篤（
表
一
─
二
九
、
御
側
御
用
取
次
）・
由

良
貞
靖（
表
一
─
五
五
、
高
家
）・
牧
野
成
著（
表
一
─
六
〇
、
側
衆
）の
八
名
が
該
当
す
る
。

尾
張
藩
士
で
は
、
鈴
木
嘉
十
郎（
表
一
─
二
）・
矢
部
謙
克（
表
一
─
五
三
）・
五
味
千
之
丞

（
表
一
─
五
四
）・
志
水
半
之
丞（
表
一
─
六
四
）・
石
河
光
茂（
表
一
─
六
八
）・
渡
辺
寧
綱

（
表
一
─
七
二
）が
該
当
す
る
。
謙
克
の
み
用
人
で
、
残
り
の
六
名
は
年
寄
で
あ
る
。
さ

ら
に
寺
院
と
し
て
東
本
願
寺（
表
一
─
九
六
）も
含
ま
れ
て
い
る
。

正
寿
の
見
舞
い
に
訪
れ
た
旗
本
家
の
大
半
に
つ
い
て
は
、「
御
両
敬
御
旗
本
様
江
之

奉
札
調
」・「
片
敬
御
旗
本
様
江
奉
札
調
」
の
い
ず
れ
か
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
右
で
挙
げ
た
旗
本
家
が
大
名
家
に
分
類
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
理
由
は
不
明
で
あ

る
。【

表
一
】
の
「
名
前
」
欄
に
は
大
名
当
主
の
名
前
を
記
載
し
て
い
る
が
、
大
名
当
主

に
加
え
て
、
そ
の
家
族
も
見
舞
い
を
実
施
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
京
極

高
行（
表
一
─
三
三
）は
、「
不
軽
之
節
」
の
際
に
使
者
を
派
遣
し
、「
御
悔
」・「
御
出
棺

後
」
に
奉
札
を
送
付
し
て
い
る
の
で
該
当
す
る
欄
に
○
を
付
し
て
い
る
が
、「
飛
騨
守

様
ゟ
御
病
中
御
見
廻
御
使
者
来
」
と
い
う
よ
う
に
父
親
の
高
有
も
正
寿
の
病
中
に
見
舞

い
の
使
者
を
派
遣
し
て
い
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
各
家
の
誰
が
ど
の
時
期
に
見
舞
い
の

使
者
や
奉
札
を
送
っ
た
の
か
、
逐
一
記
載
す
べ
き
で
あ
る
が
、
情
報
量
が
膨
大
と
な
る

た
め
、【
表
一
】
に
は
各
家
の
当
主
本
人
の
事
例
の
み
掲
載
し
て
い
る
。

続
い
て
表
の
各
項
目
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。
表
の
項
目
に
は
、
各
家
が
使
者
の
派

遣
も
し
く
は
奉
札
の
送
付
に
よ
っ
て
見
舞
い
を
実
施
し
た
時
期
の
う
ち
、「
御
病
中
」・

「
不
軽
之
節
」・「
御
大
切
之
節
」・「
御
悔
」・「
御
出
棺
後
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
時
期

を
取
り
上
げ
た
。「
御
使
者
手
扣
調
同
奉
札
調
并
払
使
調
」
に
は
、
正
寿
の
初
法
事
・

四
十
九
日
法
要
・
正
住
の
喪
中
の
際
に
見
舞
い
の
使
者
も
し
く
は
奉
札
を
送
っ
た
家
や
、

葬
儀
後
に
菓
子
や
野
菜
を
献
上
し
た
家
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
に
該
当
す
る
家
は
、
そ
の
大
半
が
「
御
病
中
」・「
不
軽
之
節
」・「
御
大
切
之
節
」・

「
御
悔
」・「
御
出
棺
後
」
の
い
ず
れ
か
に
正
寿
へ
の
見
舞
い
を
実
施
し
て
い
る
。
よ
っ

て
、
本
稿
で
は
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
に
も
割
愛
し
た
。

「
御
病
中
」・「
不
軽
之
節
」・「
御
大
切
之
節
」・「
御
悔
」・「
御
出
棺
後
」
が
示
す
具

体
的
な
時
期
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
正
寿
の
病
中
・
重
症
・
危
篤
・
死

去
直
後
・
出
棺
以
降
と
理
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。【
表
一
】
で
は
、
こ
れ
ら
の
時
期
に

見
舞
い
の
使
者
や
奉
札
を
送
っ
た
家
は
、「
使
者
」
も
し
く
は
「
奉
札
」
の
欄
に
そ
れ

ぞ
れ
○
で
表
記
し
た
。
一
部
の
家
に
お
い
て
は
、
当
主
本
人
や
藩
医
が
見
舞
い
に
訪
れ

（
37
）

（
38
）
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る
場
合
が
あ
っ
た
の
で
、
当
主
本
人
の
場
合
は
◎
、
藩
医
の
場
合
は
△
で
「
使
者
」
の

欄
に
表
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
見
舞
い
の
回
数
を
明
記
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

そ
の
場
合
は
括
弧
内
に
そ
の
数
を
記
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
○
と
し
か
記
入
し
て
い
な

い
家
は
、
見
舞
い
の
回
数
が
一
回
な
の
か
複
数
回
な
の
か
不
明
で
あ
る
こ
と
も
意
味
す

る
。幾

つ
か
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
て
説
明
し
よ
う
。
米
沢
新
田
藩
主
上
杉
勝
義（
表
一

─
七
九
）の
場
合
は
、「
不
軽
之
節
奉
札
来
、
御
悔
御
使
者
来
、
奉
札
も
来
」
と
記
さ
れ

て
い
る
の
で
、「
不
軽
之
節
」
欄
の
う
ち
「
奉
札
」
欄
に
○
、「
御
悔
」
欄
の
「
使
者
」

と
「
奉
札
」
の
両
方
の
欄
に
○
を
付
し
た
。
上
田
藩
主
松
平
忠
優（
表
一
─
五
〇
）の
場

合
に
は
、「
不
軽
之
節
奉
札
来
、
御
悔
奉
札
来
、
御
尽
七
日
御
見
廻
奉
札
来
」
と
記
さ

れ
て
い
る
の
で
、「
不
軽
之
節
」
と
「
御
悔
」
の
「
奉
札
」
欄
に
○
を
付
し
た
。
一
方
、

「
御
尽
七
日
御
見
廻
奉
札
」、
つ
ま
り
正
寿
の
四
十
九
日
法
要
の
際
に
送
付
し
た
見
舞
い

の
奉
札
に
つ
い
て
は
、
表
で
は
該
当
す
る
項
目
を
設
け
て
い
な
い
の
で
、
表
に
反
映
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
柳
沢
光
昭（
表
一
─
九
七
）と
藤
堂
高
秭（
表
一
─
九
八
）に
は
ど
の

項
目
に
も
○
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
光
昭
や
高
秭
が
ど
ち
ら
も
正
寿
の
霊
前

へ
菓
子
や
香
木
を
、
使
者
を
介
し
て
供
え
た
の
み
で
あ
り
、
表
中
の
項
目
に
は
該
当
し

な
い
こ
と
に
よ
る
。

以
上
の
項
目
は
、「
御
使
者
手
扣
調
同
奉
札
調
并
払
使
調
」
の
前
半
部
分
か
ら
判
明

す
る
。
一
方
、「
関
係
」
欄
や
「
返
礼
」
欄
に
記
載
し
た
情
報
は
、
同
史
料
の
後
半
部

分
の
「
御
使
者
手
控
・
奉
札
・
払
使
下
調
」
か
ら
判
明
す
る
。
前
述
の
と
お
り
、
後
半

部
分
で
は
、
見
舞
い
に
訪
れ
た
大
名
家
・
旗
本
家
へ
の
返
礼
方
法
に
つ
い
て
両
敬
・
片

敬
ご
と
に
分
類
し
て
記
録
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
基
に
「
関
係
」
欄
に
両
敬
・
片
敬

の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
を
記
入
し
た
。
な
お
、
空
白
の
欄
は
、
両
敬
や
片
敬
関
係
が

無
か
っ
た
家
で
あ
る
。

「
返
礼
」
欄
に
は
、
成
瀬
家
の
返
礼
方
法
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。「
御
使
者
手
扣
調

同
奉
札
調
并
払
使
調
」
に
は
、
返
礼
方
法
の
基
準
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
御
大
名
様
方
ゟ
御
見
廻
・
御
悔
等
ニ
付
、
御
使
者
来
候
分
ハ
此
方
様
ゟ
も
御
使

者
之
事
、
奉
札
ニ
而
御
見
廻
・
御
悔
等
之
御
方
様
ヘ
ハ
奉
札
之
事

一
御
旗
本
様
ヘ
ハ
御
出
・
御
使
者
た
り
と
も
御
挨
拶
奉
札
遣
し
候
事

大
名
家
の
場
合
、
見
舞
い
と
し
て
使
者
が
訪
ね
て
き
た
ら
、
返
礼
も
使
者
を
派
遣
す

る
こ
と
、
奉
札
が
送
ら
れ
た
場
合
は
、
返
礼
も
奉
札
を
送
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
一

方
で
旗
本
家
の
場
合
は
、
使
者
だ
け
で
な
く
当
主
本
人
が
見
舞
い
に
訪
れ
た
と
し
て

も
、
返
礼
は
基
本
的
に
奉
札
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
成
瀬
家
に
お
い
て
は
、
旗
本
家

と
比
較
し
て
大
名
家
を
よ
り
丁
重
に
も
て
な
そ
う
と
す
る
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
ま
た
、
旗
本
家
で
あ
っ
て
も
【
表
一
】
に
記
載
さ
れ
て
い
る
旗
本
家
は
、
成

瀬
家
に
と
っ
て
大
名
家
と
同
じ
扱
い
を
す
る
家
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
も
推
察
で

き
る
。
実
際
に
西
丸
側
衆
の
大
久
保
忠
誨（
表
一
─
一
二
）は
、「
御
病
中
」
や
「
御
悔
」

の
際
に
使
者
を
派
遣
し
て
い
る
が
、
成
瀬
家
側
か
ら
返
礼
と
し
て
「
御
忌
明
ニ
付
右
御

礼
以
御
使
者
被
仰
進
候
」
と
忌
が
明
け
て
か
ら
使
者
を
派
遣
す
る
こ
と
を
明
記
し
て
い

る
。な

お
、
右
の
史
料
に
続
く
部
分
で
は
、
見
舞
い
に
訪
れ
た
尾
張
藩
士
・
与
力
・
御
家

人
・
町
人
・
浪
人
・
大
名
家
の
家
臣
・
寺
院
へ
の
返
礼
方
法
の
基
準
に
つ
い
て
も
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

一
市
谷
万
石
衆
・
御
年
寄
様
ヘ
ハ
御
使
者
、
御
用
人
已
上
も
御
使
者
ニ
相
成
候
事

但
御
用
人
已
上
御
状
来
候
分
ハ
御
返
札
、
山
村
甚
兵
衛
殿
ヘ
ハ
奉
札
ハ
爰
許

ニ
而
遣
ス

一
御
用
人
已
下
物
頭
已
上
払
使
之
事
、
物
頭
已
下
は
都
而
受
捨
之
事

一
与
力
衆
・
御
家
人
衆
払
使
之
事
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但
坊
主
衆
・
同
心
衆
受
捨
之
事
、
町
医
師
・
浪
人
之
類
勿
論
受
捨

一
諸
家
様
御
家
老
参
上
之
分
ハ
払
使
之
事

但
御
家
老
之
外
ハ
受
捨
之
事

一
寺
院
ヘ
ハ
都
而
奉
札
遣
し
候
事

但
御
□
し
餅
・
読
経
・
諷
経
等
ニ
付
金
子
被
下
置
候
寺
院
ヘ
ハ
奉
札
ニ
不
及

候
事

尾
張
藩
士
の
う
ち
万
石
以
上
・
年
寄
・
御
用
人
以
上
へ
は
返
礼
と
し
て
使
者
を
派
遣

す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
っ
た
が
、
書
状
に
よ
る
見
舞
い
の
場
合
は
返
礼
も
書
状
で
あ
っ

た
。
物
頭
以
上
御
用
人
以
下
の
藩
士
は
「
払
使
」
と
い
う
返
礼
、
物
頭
以
下
は
特
に
返

礼
を
し
な
か
っ
た
。「
払
使
」
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
正
寿
の
病
中
や
死
去
後
も
度
々

見
舞
い
に
訪
れ
た
御
書
院
番
頭
の
細
井
藤
助
に
つ
い
て
、「
忌
明
ニ
付
右
御
挨
拶
以
使

申
入
候
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
正
寿
死
去
の
忌
が
明
け
た
後
に
成
瀬
家
か
ら
派

遣
し
た
使
者
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
幕
府
与
力
や
御
家
人
衆
へ
の
返
礼
は
「
払
使
」

で
、
坊
主
・
同
心
・
町
医
師
・
浪
人
か
ら
の
見
舞
い
へ
の
返
礼
は
無
か
っ
た
。
大
名
家

の
家
臣
の
場
合
は
、
家
老
が
直
接
見
舞
い
に
訪
れ
た
時
の
み
「
払
使
」
を
派
遣
し
、
寺

院
に
対
し
て
は
、
金
銭
を
送
付
し
た
寺
院
を
除
き
、
奉
札
の
返
礼
を
し
た
。

以
上
、「
御
使
者
手
扣
調
同
奉
札
調
并
払
使
調
」
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
て

き
た
。
続
い
て
第
二
節
以
降
で
は
、【
表
一
】
に
記
載
さ
れ
て
い
る
両
敬
・
片
敬
の
大

名
家
を
中
心
に
、
両
敬
と
片
敬
・
姻
戚
関
係
の
有
無
・
家
格
・
役
職
な
ど
幾
つ
か
の
視

点
か
ら
正
寿
の
交
際
の
特
徴
を
探
り
た
い
。

（
二
）　

両
敬
と
片
敬

そ
も
そ
も
成
瀬
家
が
各
家
と
両
敬
や
片
敬
を
結
ん
だ
経
緯
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
両
敬
を
結
ん
だ
背
景
に
つ
い
て
は
、
第
三
節
で
述
べ
る
よ
う
に
姻
戚
関

係
が
一
つ
の
要
因
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
姻
戚
関
係
が
確
認
で
き
な
い
家
も
多
く
、

い
つ
か
ら
何
を
契
機
に
関
係
を
結
ん
だ
の
か
大
半
の
事
例
で
は
不
明
で
あ
る
。

片
敬
に
つ
い
て
も
両
敬
と
同
様
に
関
係
が
結
ば
れ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。「
は
じ

め
に
」
で
述
べ
た
と
お
り
、
片
敬
は
他
家
に
対
し
て
の
み
敬
語
を
用
い
る
こ
と
と
研
究

史
で
は
把
握
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
、
成
瀬
家
よ
り
家
格
が
劣
る
尾
張
藩
士

も
、
大
名
家
や
旗
本
家
と
同
様
に
片
敬
に
含
ま
れ
て
お
り
、
成
瀬
家
に
お
い
て
片
敬
と

い
う
言
葉
が
持
つ
意
味
合
い
は
、
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。

さ
て
、
成
瀬
家
と
両
敬
や
片
敬
に
な
っ
て
い
た
家
は
ど
れ
ぐ
ら
い
の
数
に
及
ぶ
の
で

あ
ろ
う
か
。【
表
一
】
に
掲
載
し
た
と
お
り
、
大
名
家
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
旗
本
・

尾
張
藩
士
・
寺
院
を
含
め
て
、
両
敬
が
五
二
家
、
そ
の
う
ち
成
瀬
家
か
ら
返
礼
と
し
て

使
者
を
派
遣
し
た
家
が
四
一
家
、
奉
札
を
送
付
し
た
家
が
一
一
家
に
な
る
。
片
敬
は
八

八
家
で
、
そ
の
う
ち
返
礼
と
し
て
使
者
を
派
遣
し
た
家
が
四
六
家
、
奉
札
を
送
付
し
た

家
が
四
二
家
と
な
る
。「
御
両
敬
御
旗
本
様
江
之
奉
札
調
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
旗
本

家
は
二
六
家
、「
片
敬
御
旗
本
様
江
奉
札
調
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
旗
本
家
は
九
七
家

で
あ
る
。
正
寿
の
見
舞
い
に
訪
れ
な
か
っ
た
家
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
な
く
と

も
成
瀬
家
と
両
敬
の
武
家
は
七
八
家
、
片
敬
の
武
家
は
一
八
五
家
に
な
る
。

他
の
大
名
家
の
事
例
と
比
較
す
る
と
、
両
敬
・
片
敬
に
あ
る
家
の
数
は
ど
の
よ
う
に

評
価
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
松
方
氏
は
、
近
世
後
期
の
一
一
の
大
名
家
に
残
る
両
敬
関

係
の
史
料
を
基
に
、
両
敬
の
相
手
数
の
家
を
Ａ（
一
〇
万
石
以
上
の
外
様
藩
）・
Ｂ（
五
万
石

以
下
の
外
様
藩
）・
Ｃ（
五
～
一
〇
万
石
前
後
の
譜
代
藩
）の
三
つ
に
分
類
し
て
整
理
し
て
い

る
。
同
氏
は
、
Ａ
に
分
類
さ
れ
る
前
田
家
は
五
家（
す
べ
て
大
名
）、（
Ｂ
）に
分
類
さ
れ
る

仙
石
家
は
七
六
家（
大
名
五
一
家
・
旗
本
二
四
家
・
公
家
一
家
）、
Ｃ
に
分
類
さ
れ
る
土
屋

家
は
一
一
六
家（
大
名
八
七
家
・
旗
本
二
九
家
）と
い
う
よ
う
に
、
Ａ
→
Ｂ
→
Ｃ
の
順
に
両
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敬
の
相
手
数
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
紹
介
し
た
。
併
せ
て
、
Ａ
に
分
類
さ
れ
る
家
は
家

格
が
高
く
、
両
敬
相
手
に
も
相
応
の
家
格
を
求
め
て
い
た
た
め
、
数
が
少
な
く
な
る
傾

向
に
あ
る
一
方
、
Ｃ
に
分
類
さ
れ
る
家
は
幕
府
の
役
職
に
就
く
こ
と
が
多
い
の
で
、
相

手
方
か
ら
両
敬
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
、
両
敬
相
手
数
も
多
く
な
る
の
だ
ろ
う
と
見
通

し
を
示
し
た
。
も
ち
ろ
ん
時
期
に
よ
る
違
い
や
、
家
に
よ
っ
て
お
か
れ
た
状
況
が
違
う

の
で
、
一
概
に
比
較
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
相
手
数
だ
け
み
れ
ば
成
瀬
家
の
場
合
は

Ｂ
に
分
類
さ
れ
る
家
に
近
い
と
い
え
る
。

次
に
見
舞
い
の
頻
度
と
い
う
観
点
で
は
、
両
敬
・
片
敬
の
差
異
は
見
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
か
。【
表
一
】
を
確
認
し
て
み
る
と
、
両
敬
の
家
の
方
が
、
片
敬
の
家
よ
り
も
「
御

病
中
」・「
不
軽
之
節
」・「
御
大
切
之
節
」・「
御
悔
」・「
御
出
棺
後
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時

期
に
見
舞
い
を
送
っ
た
事
例
が
多
い
こ
と
が
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
読
み
取
れ
る
。

由
良
貞
靖（
表
一
─
五
五
）や
牧
野
成
著（
表
一
─
六
〇
）の
よ
う
に
、
片
敬
で
あ
っ
て
も
当

主
本
人
が
見
舞
い
に
訪
れ
る
事
例
は
あ
る
が
、
両
敬
に
あ
る
家
の
方
が
片
敬
に
あ
る
家

よ
り
も
交
際
が
密
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）　

姻
戚
関
係
の
有
無

続
い
て
両
敬
関
係
構
築
の
一
つ
の
契
機
と
さ
れ
て
い
る
姻
戚
関
係
に
注
目
し
た
い
。

【
表
一
】
で
網
か
け
を
し
た
家
が
、
成
瀬
家
と
姻
戚
も
し
く
は
縁
戚
関
係
が
あ
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
な
家
で
あ
る
。
該
当
す
る
家
と
成
瀬
家
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の

か
を
一
覧
に
し
た
も
の
が
【
表
二
】
で
あ
る
。

【
表
二
】
か
ら
読
み
取
れ
る
と
お
り
、
成
瀬
家
と
姻
戚
・
縁
戚
関
係
が
あ
っ
た
家
は

二
二
家
確
認
で
き
た
。
そ
の
う
ち
両
敬
で
あ
っ
た
家
は
二
〇
家
で
あ
る
。
成
瀬
家
で
は
、

姻
戚
が
両
敬
関
係
構
築
の
一
つ
の
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
成
瀬
家
と
両
敬
の
武
家
は
計
七
八
家
な
の
で
、
姻
戚
関
係
が
な
く
て
も
両
敬

の
関
係
に
あ
る
家
も
一
定
の
割
合
を
占
め
て
い
た
と
い
え
る
。

さ
て
、【
表
二
】
に
記
載
し
た
家
の
な
か
で
も
、
家
に
よ
っ
て
見
舞
い
の
頻
度
に
差

が
あ
っ
た
。
大
久
保
忠
保（
表
一
─
八
）は
、
正
寿
の
病
中
に
使
者
を
二
回
派
遣
し
て
い

る
う
え
、
そ
の
他
の
時
期
に
も
使
者
を
派
遣
し
て
い
る
。
ま
た
、
青
山
幸
敬（
表
一
─
一

七
）に
い
た
っ
て
は
、正
寿
の
病
中
に
幸
敬
自
身
が
一
二
回
も
見
舞
い
に
訪
れ
て
い
る
。

【
表
一
】
に
は
記
載
し
て
い
な
い
が
、
幸
敬
の
父
幸
詮
は
、
正
寿
の
病
中
に
一
四
回
も

見
舞
い
に
訪
れ
て
い
た
。
反
対
に
森
川
俊
民（
表
一
─
五
二
）は
、正
寿
の
見
舞
い
と
し
て

「
御
悔
」
の
際
に
奉
札
し
か
送
付
し
て
い
な
い
。

見
舞
い
の
頻
度
に
差
が
あ
る
背
景
と
し
て
、
正
寿
と
の
関
係
性
の
近
さ
が
考
え
ら
れ

よ
う
。
見
舞
い
の
頻
度
が
多
か
っ
た
忠
保
は
、
正
寿
の
正
室
で
あ
る
延
寿
院
の
実
家
に

あ
た
っ
た
。
ま
た
、
幸
敬
は
正
寿
の
義
理
の
甥
に
あ
た
っ
た
。
一
方
、
俊
民
は
、
先
祖

の
氏
俊
の
女
が
成
瀬
正
成
の
正
室
で
あ
っ
た
。
俊
民
の
場
合
は
、
成
瀬
家
と
姻
戚
関
係

が
あ
っ
た
の
が
初
代
正
成
の
時
期
な
の
で
、
正
寿
の
代
に
な
る
と
、
両
敬
と
い
え
ど
も

そ
こ
ま
で
か
か
わ
り
が
深
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
、
成
瀬
家
と
の
姻
戚
関
係
が
確
認
で
き
な
く
て
も
、
見
舞
い
の
頻
度
が
多
い

家
も
存
在
し
た
。
た
と
え
ば
、
内
藤
頼
寧（
表
一
─
一
）・
鈴
木
嘉
十
郎（
表
一
─
二
）・
石

河
貞
大（
表
一
─
三
）・
九
鬼
隆
国（
表
一
─
四
）・
松
平
頼
縄（
表
一
─
五
）が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
の
中
で
も
特
に
内
藤
頼
寧
か
ら
の
見
舞
い
の
多
さ
は
目
を
ひ
く
。
頼
寧
は
、「
御
病

中
」・「
不
軽
之
節
」・「
御
大
切
之
節
」・「
御
悔
」・「
御
出
棺
後
」
の
全
て
の
時
期
に
お

い
て
、
見
舞
い
に
訪
れ
て
い
る
が
、
特
に
「
御
病
中
」
の
時
期
に
は
、
頼
寧
自
身
が
二

回
・
使
者
が
八
回
・
藩
医
が
二
回
訪
問
し
、
奉
札
も
六
回
送
付
し
て
い
る
。
他
の
大
名

家
よ
り
も
見
舞
い
の
回
数
が
多
い
の
で
、
生
前
の
正
寿
は
頼
寧
と
親
し
く
交
流
し
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、
正
寿
が
い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
な
契
機
で
頼
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寧
と
親
し
く
な
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
頼
寧
は
文
政
三
年
に
家
督
を
相
続
し
た
の

ち
、
文
政
九
年
か
ら
奏
者
番
に
就
い
て
い
る
が
、
正
寿
が
江
戸
城
に
登
城
し
た
際
に
公

務
で
面
会
し
た
以
外
に
二
人
が
接
触
し
た
記
録
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
い
。

し
か
し
、
頼
寧
と
尾
張
徳
川
家
に
は
縁
戚
関
係
が
あ
っ
た
。
宗
睦
の
弟
頼よ

り

多か
ず（

尾
張

藩
八
代
藩
主
宗
勝
一
二
男
）が
、
宝
暦
一
一
年（
一
七
六
一
）三
月
一
六
日
に
高
遠
藩
主
内
藤

頼よ
り

由ゆ
き（

頼
寧
の
四
代
前
の
藩
主
）の
養
子
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
頼
寧
自
身
も

尾
張
藩
の
江
戸
屋
敷
を
訪
問
す
る
機
会
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し

か
し
た
ら
、
尾
張
徳
川
家
と
の
つ
な
が
り
を
き
っ
か
け
に
頼
寧
と
正
寿
が
親
し
く
な
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
し
、
正
寿
が
頼
寧
と
親
し
く
交
流
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、
以
下
の

点
で
興
味
深
い
。
正
寿
没
後
の
時
期
で
は
あ
る
が
、
安
政
五
年（
一
八
五
八
）一
一
月
の

徒
目
付
・
小
人
目
付
に
よ
る
風
聞
探
索
書
の
中
で
は
、
頼
寧
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

国
持
国
主
等
江
時
々
罷
越
、
折
ニ
振
、
先
方
ゟ
も
罷
越
し
候
程
ニ
而
、
厚
交
り
、

酒
宴
等
相
催
し
候
義
も
有
之
趣
、
既
ニ
駿
（
内
藤
頼
寧
）

河
守
登　

城
之
上
者
、
御
政
事
向
相
勤

居
候
軽
輩
之
者
共
者
勿
論
、
坊
主
等
迄
、
馴
々
敷
御
座
敷
お
ゐ
て
、
暫
面
談
い
た

し
候
義
、
度
々
見
受
者
も
有
之
、
尤
引
合
候
迚
、
機
密
を
申
聞
候
与
申
訳
ニ
者
有

之
間
敷
候
得
共
、
諸
侯
江
親
み
居
り
候
様
子
ニ
而
者
、
疑
惑
之
儀
無
之
共
難
申
、

徒
目
付
や
小
人
目
付
は
、
頼
寧
が
国
持
大
名
と
互
い
の
間
を
行
き
来
し
て
、
酒
宴
な

ど
を
交
え
て
親
し
く
交
流
し
て
い
る
こ
と
、
登
城
し
た
際
に
は
、
幕
政
に
か
か
わ
る
者

や
坊
主
た
ち
と
城
内
で
話
し
込
ん
で
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
う
え
で
、
頼
寧
を
通
じ
て

幕
政
上
の
秘
密
が
幕
閣
で
な
い
大
名
家
に
も
漏
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と
警
戒
し

て
い
る
。
安
政
五
年
当
時
の
頼
寧
は
既
に
若
年
寄
を
辞
職
し
た
身
で
あ
っ
た
が
、
頼
寧

が
幕
府
内
外
の
情
報
を
収
集
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
も
ち
ろ
ん

天
保
九
年
以
前
の
頼
寧
が
、
安
政
期
と
同
様
に
幕
府
内
外
の
豊
富
な
情
報
を
持
っ
て
い

た
と
み
な
す
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
将
来
的
に
若
年
寄
を
勤
め
う
る
よ
う
な
家
と

親
し
く
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
正
寿
は
幕
政
に
か
か
わ
る
情
報
を
入
手
で
き
る
可
能

性
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

（
四
）　

幕
閣
や
家
斉
側
近
と
の
つ
な
が
り

最
後
に
、
ど
の
よ
う
な
家
格
や
役
職
の
家
か
ら
見
舞
い
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
注
目
し
た
い
。

ま
ず
家
格
に
つ
い
て
殿
席
に
注
目
し
た
い
。【
表
一
】
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
大
名
家

の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
殿
席
は
、
大
廊
下
が
二
家（
両
敬
一
家
・
片
敬
一
家
）、
溜
間
が

六
家（
両
敬
一
家
・
片
敬
五
家
）、
大
広
間
が
一
二
家（
両
敬
二
家
・
片
敬
九
家
・
そ
の
他
一

家
）、
帝
鑑
間
が
三
四
家（
両
敬
一
八
家
・
片
敬
一
六
家
）、
柳
間
が
三
七
家（
両
敬
六
家
・
片

敬
三
〇
家
・
そ
の
他
一
家
）、
雁
間
が
一
八
家（
両
敬
一
二
家
・
片
敬
六
家
）、
菊
間
一
二
家（
両

敬
三
家
・
片
敬
八
家
・
そ
の
他
一
家
）と
な
る
。
大
ま
か
な
傾
向
と
し
て
、
当
時
の
成
瀬
家

と
交
際
し
て
い
た
大
名
の
う
ち
、
帝
鑑
間
・
柳
間
・
雁
間
の
各
席
に
詰
め
る
大
名
家
の

割
合
が
高
く
、
特
に
帝
鑑
間
や
雁
間
の
大
名
家
と
は
両
敬
の
関
係
で
あ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
帝
鑑
間
や
雁
間
は
幕
府
の
役
職
就
任
者
が
多
い
席
で
あ
り
、
実
際
に
天
保
九

年
当
時
本
丸
老
中
を
勤
め
て
い
た
脇
坂
安
董（
表
一
─
一
〇
、
帝
鑑
間
）や
水
野
忠
邦（
表

一
─
八
八
、
雁
間
）の
名
前
な
ど
が
【
表
一
】
に
見
え
る
。
安
董
に
つ
い
て
は
、
成
瀬
家

と
両
敬
の
う
え
、
正
寿
の
「
御
病
中
」
や
「
御
悔
」
の
際
に
は
使
者
の
派
遣
も
奉
札
の

送
付
も
ど
ち
ら
も
実
施
し
て
い
る
の
で
、
両
家
の
間
に
は
あ
る
程
度
の
交
流
が
あ
っ
た

こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
成
瀬
家
で
は
、
幕
閣
に
な
り
う
る
殿
席

の
大
名
家
と
親
し
く
交
際
す
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
41
）

（
42
）

（
43
）

（
44
）

（
45
）

（
46
）

（
47
）
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ま
た
、
江
戸
城
の
奥
空
間
に
出
入
り
す
る
役
人
か
ら
も
見
舞
い
が
あ
っ
た
こ
と
も
注

目
に
値
す
る
。
中
奥
小
性
を
勤
め
て
い
て
、
正
寿
と
も
縁
戚
関
係
が
あ
っ
た
青
山
幸
敬

か
ら
の
見
舞
い
に
つ
い
て
は
第
三
節
で
述
べ
た
が
、
そ
の
他
に
も
小
納
戸
の
成
瀬
藤
蔵

（
表
一
─
一
五
）・
小
浜
平
大
夫（
表
一
─
一
六
）と
も
姻
戚
・
縁
戚
関
係
が
あ
っ
た
。
さ
ら

に
留
守
居
の
石
河
貞
大（
表
一
─
三
）と
も
両
敬
関
係
に
あ
り
、
三
人
と
も
正
寿
の
「
御

病
中
」
に
は
当
主
本
人
が
直
接
見
舞
い
に
訪
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
片
敬
関
係
に
あ
っ

た
側
衆
の
牧
野
成
著（
表
一
─
六
〇
）も
正
寿
の
「
御
病
中
」
に
は
五
回
も
成
著
自
身
が

見
舞
い
を
し
て
い
る
ほ
か
、
家
斉
の
御
側
御
用
取
次
を
担
っ
た
水
野
忠
篤（
表
一
─
二

九
）と
は
両
敬
の
関
係
で
あ
り
、「
御
病
中
」
を
除
く
各
時
期
に
忠
篤
か
ら
見
舞
い
が

あ
っ
た
。

両
敬
・
片
敬
を
問
わ
ず
、
大
名
家
よ
り
も
旗
本
家
の
方
が
、
当
主
本
人
が
直
接
見
舞

い
に
訪
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
は
い
え
、
将
軍
家
斉
の
側
近
と
も
い
え
る
人
物
た
ち
か
ら

直
接
見
舞
い
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
ら
と
正
寿
の
間
に
一
定
程
度
の
親
し
さ
が
あ
っ
た

こ
と
の
現
れ
と
い
え
る
。
頼
寧
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
幕
閣
も
勤
め
る
譜
代
大
名
家
と

の
親
密
さ
も
併
せ
て
考
え
る
と
、
正
寿
は
複
数
の
手
段
か
ら
幕
政
や
将
軍
の
動
向
に
か

か
わ
る
情
報
を
入
手
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
正
寿
の
病
中
～
葬
儀
に
お
い
て
見
舞
い
に
訪
れ
た
人
々

は
、
大
名
家
・
大
名
家
の
家
臣
・
旗
本
家
・
与
力
・
御
家
人
・
尾
張
藩
士
・
寺
院
・
女

中
・
出
入
の
町
人
な
ど
七
〇
〇
名
以
上
に
及
ぶ
。
幅
広
い
身
分
階
層
か
ら
の
見
舞
い
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
、
正
寿
の
死
去
が
大
き
な
出
来
事

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
尾
張
藩
主
家
に
と
っ
て

も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
正
寿
は
、
斉
温
の
幼
少
期
か
ら
傅
役
と
な
っ
て
養
育
に
尽
力

し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
斉
温
は
、
正
寿
の
病
中
か
ら
頻
繁
に
見
舞
い
を
送
り
、
死
去

の
際
に
は
そ
の
死
を
悼
ん
だ
。

第
二
章
で
は
、
見
舞
い
に
訪
れ
た
人
々
の
う
ち
、
特
に
両
敬
や
片
敬
に
あ
っ
た
大
名

家
や
旗
本
家
に
焦
点
を
当
て
て
、
①
両
敬
と
片
敬
、
②
姻
戚
・
縁
戚
関
係
、
③
家
格
、

④
役
職
と
い
っ
た
観
点
か
ら
見
舞
い
の
頻
度
を
分
析
し
、
そ
の
多
寡
か
ら
ど
の
よ
う
な

武
家
が
正
寿
と
親
し
く
交
流
し
て
い
た
の
か
検
討
し
た
。
①
両
敬
と
片
敬
を
比
較
す
る

と
、
両
敬
の
方
が
正
寿
と
の
交
際
は
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
②
姻

戚
・
縁
戚
関
係
に
注
目
し
て
み
る
と
、
正
寿
と
の
縁
戚
が
近
し
い
家
と
親
密
な
交
際
が

あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
姻
戚
・
縁
戚
関
係
に
な
く
て
も
成
瀬
家
と
両
敬
に
あ
っ
た
家

も
見
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
正
寿
と
親
し
く
交
流
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
家
も
あ
っ
た
。

③
家
格
で
は
、
帝
鑑
間
や
雁
間
に
詰
め
る
よ
う
な
譜
代
大
名
の
家
と
両
敬
の
傾
向
が
あ

り
、
④
役
職
で
は
、
両
敬
・
片
敬
を
問
わ
ず
、
老
中
・
若
年
寄
な
ど
幕
閣
を
勤
め
た
家

や
、
江
戸
城
の
奥
に
出
入
り
す
る
家
と
盛
ん
に
交
流
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
正
寿
は
幕
政
に
関
す
る
情
報
や
将
軍
の
動
向
な
ど
豊
富
な

情
報
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
正

寿
は
両
敬
や
片
敬
を
ベ
ー
ス
に
構
築
し
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

付
家
老
の
待
遇
改
善
を
有
利
に
進
め
う
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。一

方
で
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。
第
一
は
、
本
稿
で
も
指
摘
し
た
と
お
り
、
成
瀬
家

が
両
敬
・
片
敬
を
結
ん
だ
背
景
で
あ
る
。
姻
戚
関
係
に
な
い
家
と
両
敬
を
結
ん
だ
こ
と

は
指
摘
し
た
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
具
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
第

二
の
課
題
は
、
生
前
の
正
寿
と
各
家
と
の
交
流
の
実
態
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
見
舞
い

の
頻
度
が
多
い
家
を
、
正
寿
と
親
し
く
交
流
し
て
い
た
家
と
判
断
し
て
論
を
展
開
し
た
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が
、
そ
も
そ
も
実
際
の
交
流
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
周
辺
史
料
を
含
め

て
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

註（
1
）　

松
尾
美
惠
子
「
藩
主
家
と
そ
の
交
際
・
婚
姻
」（
上
越
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
上
越
市
史

　

通
史
編
4　

近
世
二
』〈
上
越
市
、
二
〇
〇
四
年
〉）、
松
方
冬
子
「
両
敬
」（
松
尾
美
惠
子
・

藤
實
久
美
子
編
『
大
名
の
江
戸
暮
ら
し
事
典
』〈
柊
風
舎
、
二
〇
二
一
年
〉）。

（
2
）　

新
見
吉
治
「
両
敬
と
片
敬
」（『
日
本
歴
史
』
八
一
号
、
一
九
五
五
年
）一
〇
頁
。

（
3
）　

前
掲
新
見
「
両
敬
と
片
敬
」
三
頁
。

（
4
）　

松
方
冬
子
「
両
敬
の
研
究
」（『
論
集
き
ん
せ
い
』
一
五
号
、
一
九
九
三
年
）。

（
5
）　

福
田
千
鶴
「
真
田
家
の
交
流
─
寛
政
期
を
中
心
に
─
」（『
松
代
』
二
一
号
、
二
〇
〇
七
年
）

一
〇
頁
。

（
6
）　

谷
川
愛
「
近
世
大
名
の
葬
送
と
交
際
」（『
国
史
学
』
一
九
三
号
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
7
）　

白
根
孝
胤
「
尾
張
家
に
お
け
る
「
両
敬
」
の
形
成
と
将
軍
権
威
」（
岸
野
俊
彦
編
『
尾
張
藩

社
会
の
総
合
研
究
《
第
四
編
》』〈
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
九
年
〉）。

（
8
）　

篠
﨑
佑
太
「
幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
両
敬
関
係
の
構
築
と
そ
の
意
義
」（『
古
文
書
研
究
』

八
二
号
、
二
〇
一
六
年
）。

（
9
）　

松
方
氏
は
、
両
敬
関
係
を
「
管
見
の
限
り
近
世
の
大
名
社
会
で
発
展
し
た
慣
習
」
で
は
な

い
か
と
述
べ
て
い
る（
前
掲
松
方
「
両
敬
」
四
四
八
頁
）。

（
10
）　

前
掲
新
見
「
両
敬
と
片
敬
」、
前
掲
松
方
「
両
敬
の
研
究
」、
同
「
両
敬
」。

（
11
）　

前
掲
松
方
「
両
敬
」
四
四
八
頁
。

（
12
）　

犬
山
城
白
帝
文
庫
歴
史
文
化
館
編
『
付
家
老
の
お
仕
事　

家
康
が
尾
張
藩
を
託
し
た
成
瀬

と
竹
腰
』（
公
益
財
団
法
人
犬
山
城
白
帝
文
庫
、
二
〇
一
九
年
）七
頁
。

（
13
）　

筧
真
理
子
「〔
正
寿
公
御
伝
〕
解
題
」（
犬
山
城
白
帝
文
庫
『
研
究
紀
要
』
一
六
号
、
二
〇

二
二
年
）。

（
14
）　

犬
山
城
白
帝
文
庫
歴
史
文
化
館
編『
図
説　

犬
山
城
』（
公
益
財
団
法
人
犬
山
城
白
帝
文
庫
、

二
〇
一
四
年
）八
八
頁
。

（
15
）　
「
両
家
在
江
戸
在
尾
州
吟
味
頭
書
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
旧
蓬
左
文
庫
一
三
九
─

二
三
）。

（
16
）　

主
に
篠
田
壽
夫
「
成
瀬
正
壽
と
家
格
回
復
─
正
壽
公
御
伝
の
世
界
─
」（
犬
山
城
白
帝
文
庫

『
研
究
紀
要
』
四
号
、
二
〇
一
〇
年
）、
藤
田
英
昭
「
尾
張
徳
川
家
「
押
付
」
養
子
に
関
す
る
一

考
察
─
天
保
一
〇
年
の
遺
領
相
続
問
題
を
中
心
に
─
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
五

六
号
、
二
〇
二
二
年
）、
前
掲
筧
「〔
正
寿
公
御
伝
〕
解
題
」
を
参
照
。

（
17
）　
「
正
寿
公
御
伝
」
八
、
天
保
五
年
一
二
月
二
九
日
条（
犬
山
城
白
帝
文
庫
所
蔵
、
成
瀬
家
文

書
一
七
七
）。
同
史
料
は
正
寿
の
誕
生
か
ら
死
去
ま
で
の
記
事
を
編
年
形
式
で
九
冊
に
ま
と
め

た
も
の
で
、
定
例
の
献
上
・
拝
領
・
拝
礼
の
ほ
か
、
幕
府
や
藩
主
へ
の
届
書
、
老
中
奉
書
な
ど

も
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る（
前
掲
筧
「〔
正
寿
公
御
伝
〕
解
題
」）。

（
18
）　

前
掲
篠
田
「
成
瀬
正
壽
と
家
格
回
復
─
正
寿
公
御
伝
の
世
界
─
」。
な
お
、
同
氏
は
同
論

文
に
お
い
て
、
尾
張
家
に
嫁
い
だ
姫
君
や
、
他
家
へ
嫁
い
だ
姫
君
か
ら
も
正
寿
が
信
頼
を
得
て

い
た
こ
と
も
紹
介
し
て
い
る
。

（
19
）　
「
正
寿
公
御
伝
」
五
、
文
政
一
〇
年
九
月
一
七
日
条
。

（
20
）　

前
掲
篠
田
「
成
瀬
正
壽
と
家
格
回
復
─
正
寿
公
御
伝
の
世
界
─
」
の
ほ
か
小
山
譽
城
「
付

家
老
の
大
名
化
志
向
」（
同
『
徳
川
御
三
家
付
家
老
の
研
究
』〈
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
六
年
〉）

を
参
照
。

（
21
）　
「
正
寿
公
御
伝
」
四
、
文
政
七
年
一
二
月
三
〇
日
条
。

（
22
）　
「
正
寿
公
御
伝
」
八
、
天
保
四
年
一
二
月
一
三
日
条
。

（
23
）　
「
正
寿
公
御
伝
」
八
、
天
保
四
年
一
二
月
一
五
日
条
。

（
24
）　
「
正
寿
公
御
伝
」
八
、
天
保
六
年
九
月
八
日
条
。

（
25
）　

正
寿
の
病
気
療
養
の
様
子
に
つ
い
て
は
、「
御
前
舜
徳
院
様
御
違
例
不
軽
御
容
体
ニ
付
取

扱
且
御
卒
去
御
新
葬
御
初
法
事
一
件
留
」（
犬
山
城
白
帝
文
庫
所
蔵
、
成
瀬
家
文
書
三
一
五
）を

主
に
参
照
。

（
26
）　
「
正
寿
公
御
伝
」
九
、
天
保
九
年
七
月
一
一
日
条
。

（
27
）　
「
正
寿
公
御
伝
」
八
、
天
保
六
年
八
月
八
日
条
、
一
一
月
二
日
条
な
ど
。

（
28
）　

な
お
、
弘
化
二
年（
一
八
四
五
）八
月
一
二
日
に
も
、
斉
荘
の
療
養
に
尽
力
し
た
と
し
て
扶

持
を
与
え
ら
れ
て
い
る（「
藩
士
名
寄
」
第
一
二
冊
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
旧
蓬
左
文
庫
一

四
〇
─
四
）。

（
29
）　

正
寿
の
葬
儀
に
つ
い
て
も
前
掲
「
御
前
舜
徳
院
様
御
違
例
不
軽
御
容
体
ニ
付
取
扱
且
御
卒
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去
御
新
葬
御
初
法
事
一
件
留
」
を
主
に
参
照
。

（
30
）　

正
成
は
、
家
康
の
関
東
入
部
後
、
栗
原
郷
に
四
〇
〇
〇
石
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
加
増

を
受
け
た
正
成
は
、
次
男
之
成
に
一
万
四
〇
〇
〇
石
を
分
知
し
た
の
で
、
之
成
は
栗
原
郷
を
在

所
と
す
る
栗
原
藩
を
立
て
た（
犬
山
城
白
帝
文
庫
歴
史
文
化
館
編
『
犬
山
城
成
瀬
家
拝
領
四
〇

〇
年
記
念
特
別
展　

成
瀬
正
成
一
代
記
』〈
公
益
財
団
法
人
犬
山
城
白
帝
文
庫
、
二
〇
一
七

年
〉）。
し
か
し
、
之
成
の
次
の
藩
主
之
虎
が
五
歳
で
没
し
、
嗣
子
が
無
か
っ
た
た
め
、
同
藩
は

断
絶
と
な
っ
た
。

（
31
）　
「
下
総
栗
原
宝
成
寺
由
来
書
写
」（
犬
山
城
白
帝
文
庫
所
蔵
、
成
瀬
家
文
書
八
五
五
）。

（
32
）　

正
成
は
宝
成
寺
で
火
葬
さ
れ
、
遺
骨
は
遺
言
に
よ
り
日
光
の
家
康
廟
の
近
く
に
葬
ら
れ
た

（
前
掲
犬
山
城
白
帝
文
庫
歴
史
文
化
館
編
『
犬
山
城
成
瀬
家
拝
領
四
〇
〇
年
記
念
特
別
展　

成

瀬
正
成
一
代
記
』
四
七
頁
）。

（
33
）　
「
御
法
号
附
御
略
系
」（
犬
山
城
白
帝
文
庫
所
蔵
、
成
瀬
家
文
書
一
八
九
三
）。
同
史
料
に
よ

る
と
、
成
瀬
家
二
代
当
主
正
虎
・
三
代
当
主
正
親
・
四
代
当
主
正
幸
・
五
代
当
主
正
泰
が
白
林

寺
に
埋
葬
さ
れ
た
。
な
お
、
正
寿
の
次
の
当
主
正
住
や
そ
の
次
の
当
主
正
肥
も
白
林
寺
に
埋
葬

さ
れ
た
。

（
34
）　
「
正
寿
公
御
伝
」
九
、
天
保
九
年
一
一
月
五
日
条
。

（
35
）　

斉
温
と
福
君
か
ら
は
、
一
一
月
八
日
に
香
典
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
白
銀
一
〇
枚
と
三
枚
が
渡

さ
れ
た
。
斉
朝
か
ら
は
同
月
二
二
日
に
同
じ
く
香
典
と
し
て
白
銀
五
枚
が
渡
さ
れ
た（「
正
寿
公

御
伝
」
九
、
天
保
九
年
一
一
月
八
日
条
・
二
二
日
条
）。

（
36
）　

犬
山
城
白
帝
文
庫
所
蔵
、
成
瀬
家
文
書
四
〇
六
。

（
37
）　

な
お
、「
御
両
敬
御
旗
本
様
江
之
奉
札
調
」
に
は
二
六
家
、「
片
敬
御
旗
本
様
江
奉
札
調
」

に
は
九
七
家
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
38
）　

た
だ
し
、
島
津
斉
宣（
表
一
─
一
三
）・
林
忠
旭（
表
一
─
六
六
）・
阿
部
正
篤（
表
一
─
七

三
）・
藤
堂
高
秭（
表
一
─
九
八
）・
松
平
定
剛（
表
一
─
一
三
八
）は
、
い
ず
れ
も
天
保
九
年
当

時
の
藩
主
で
は
な
い
。「
御
使
者
手
扣
調
同
奉
札
調
并
払
使
調
」
中
に
当
主
の
名
前
が
見
ら
れ

ず
、
右
の
五
名
の
名
前
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

（
39
）　

前
掲
松
方
「
両
敬
の
研
究
」
四
一
～
四
六
頁
。

（
40
）　

幸
詮
は
正
寿
の
弟
に
あ
た
る
が
、
も
と
も
と
正
寿
の
長
兄
正
賢
の
子
息
で
あ
っ
た（
前
掲

「
御
法
号
附
御
略
系
」）。

（
41
）　
「
正
寿
公
御
伝
」
六
、
文
政
一
二
年
九
月
九
日
条
な
ど
。

（
42
）　

た
だ
し
、
頼
多
は
家
督
相
続
前
の
明
和
八
年（
一
七
七
一
）一
一
月
一
八
日
に
死
去
し
た

（
前
掲
白
根
「
尾
張
家
に
お
け
る
「
両
敬
」
の
形
成
と
将
軍
権
威
」
九
四
～
九
五
頁
）。

（
43
）　
「
内
藤
家
十
五
世
紀
」
文
政
五
年
一
〇
月
条
に
「
大（
内
藤
頼
寧
）

和
守
尾
州
家
エ
参
邸
ノ
節
躑
躅
ノ
間

エ
通
候
様
取
極
メ
ラ
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る（
長
谷
川
正
次
・
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館
編
『
高

遠
町
図
書
館
資
料
叢
書　

第
七
一
号　

高
遠
藩
資
料（
十
二
）　

内
藤
家
十
五
世
紀（
十
）～（
十

二
）』〈
伊
那
市
立
高
遠
町
図
書
館
、
二
〇
二
二
年
〉
九
頁
）。
同
書
「
は
じ
め
に
」（
長
谷
川
正
次

執
筆
）に
よ
る
と
、「
内
藤
家
十
五
世
紀
」
は
、
明
治
後
期
に
旧
高
遠
藩
士
の
小
松
利
時
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
た
詳
細
な
藩
史
で
あ
る
。

（
44
）　
「
十
一
月　

徒
目
付
榊
原
栄
五
郎
同
河
野
忠
蔵
小
人
目
付
佐
藤
直
次
郎
同
斎
藤
紀
兵
衛
届

書
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
維
新
史
料　

類
纂
之
部　

井
伊
家
史
料
十
三
』〈
東

京
大
学
、
一
九
八
三
年
〉）二
九
三
～
二
九
四
頁
。

（
45
）　

天
保
一
一
年
か
ら
同
一
二
年
ま
で
若
年
寄
を
勤
め
て
い
た
。

（
46
）　

松
方
氏
は
、
本
文
中
で
紹
介
し
た
事
例
に
加
え
て
、
加
賀
藩
前
田
家
と
二
本
松
藩
丹
羽
家

の
関
係
構
築
の
仲
介
者
に
頼
寧
が
い
た
事
例
を
紹
介
し
、
頼
寧
を
「
大
名
た
ち
の
親
分
的
な
存

在
」
と
評
価
し
て
い
る（
松
方
冬
子
「「
不
通
」
と
「
通
路
」
─
大
名
の
交
際
に
関
す
る
一
考
察

─
」〈『
日
本
歴
史
』
五
五
八
号
、
一
九
九
四
年
〉
八
一
～
八
二
頁
）。

（
47
）　

大
石
学
編
『
江
戸
幕
府
大
事
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）の
う
ち
「
雁
間
」・「
帝

鑑
間
」
の
項
目（
望
月
良
親
執
筆
）。



近
世
後
期
に
お
け
る
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瀬
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と
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家
と
の
交
際

九
八

番号 名　前 居城・居所 殿席 御病中 不軽之節 御大切之節 御悔 御出棺後 関係 返礼
使者 奉札 使者 奉札 使者 奉札 使者 奉札 使者 奉札

1 内 藤 頼 寧 信濃/高遠藩 雁間
◎（2）
○（8）
△（2）

○（6） ○ ○ ○ ○ ○ 両敬 使者

2 鈴木嘉十郎 尾張藩士
◎（2）
○
（10）

○ ○ ○ ○ ○ 両敬 使者

3 石 河 貞 大 旗本 ◎（1）
○（2） ○ ○ ○ 両敬 使者

4 九 鬼 隆 国 摂津/三田藩 柳間 ◎（1） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 両敬 使者
5 松 平 頼 縄 常陸/府中藩 大広間 ○（3）○（2） ○ ○ ○ ○ 両敬 使者
6 戸 田 氏 庸 美濃/大垣藩 帝鑑間 ○（3） ○ ○ ○ ○ ○ 両敬 使者
7 奥 平 昌 猷 豊前/中津藩 帝鑑間 ○（2）○（1） ○ ○ ○ ○ 両敬 使者
8 大久保忠保 下野/烏山藩 雁間 ○（2） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 両敬 使者
9 永 井 尚 佐 美濃/加納藩 雁間 ○（2） ○ ○ ○ ○ ○ 両敬 使者
10 脇 坂 安 董 播磨/竜野藩 帝鑑間 ○（1）○（3） ○ ○ 両敬 使者
11 水 野 忠 義 駿河/沼津藩 帝鑑間 ○（1）○（1） ○ ○ ○ 両敬 使者
12 大久保忠誨 旗本 ○（1） ○ ○ ○ ○ 両敬 使者
13 島 津 斉 宣 薩摩/薩摩藩 大廊下 ○/△ ○ ○ ○ ○ 両敬 使者

14 竹 腰 正 富 尾張藩付家老
◎（4）
○（1）
△（3）

○ ◎（1）
○（1） ○ ○ 両敬 使者

15 成 瀬 藤 蔵 旗本 ◎（2）
○（2） ○ ○ ○ 両敬 使者

16 小浜平大夫 旗本 ◎（1）
○（1） ○ ◎/○ ○ ○ 両敬 使者

17 青 山 幸 敬 旗本 ◎
（12） ○ ◎/○ ○ ○ 両敬 使者

18 織 田 信 古 丹波/柏原藩 柳間 ○（2） ○ ○ ○ ○ 両敬 使者
19 遠 藤 胤 統 近江/三上藩 菊間 ○（2） ○ ○ ○ 両敬 使者
20 井 上 正 滝 下総/高岡藩 菊間 ○（2） ○ ○ ○ ○ 両敬 使者
21 松 平 光 庸 信濃/松本藩 帝鑑間 ○（1） ○ 両敬 使者
22 稲 葉 幾 通 豊後/臼杵藩 柳間 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 両敬 使者
23 中 山 信 守 水戸藩付家老 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 両敬 使者
24 加 藤 明 邦 近江/水口藩 帝鑑間 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 両敬 使者
25 堀 田 正 篤 下総/佐倉藩 帝鑑間 ○ ○ ○ ○ 両敬 使者
26 松 平 直 寛 出雲/広瀬藩 帝鑑間 ○ ○ ○ ○ 両敬 使者
27 水 野 忠 実 上総/鶴牧藩 雁間 ○（1） ○ ○ ○ ○ 両敬 使者
28 内 藤 政 優 三河/挙母藩 帝鑑間 ○ ○ ○ 両敬 使者
29 水 野 忠 篤 旗本 ○ ○ ○ ○ ○ 両敬 使者
30 田 沼 意 留 遠江/相良藩 雁間 ○ ○ ◎ ○ 両敬 使者
31 松 平 信 豪 丹波/亀山藩 帝鑑間 ○ ○ ○ 両敬 使者
32 水 野 勝 進 下総/結城藩 帝鑑間 ○ ○ 両敬 使者
33 京 極 高 行 但馬/豊岡藩 柳間 ○ ○ ○ 両敬 使者
34 本 庄 宗 発 丹後/宮津藩 雁間 ○ 両敬 使者
35 堀　 直 央 越後/村松藩 柳間 ○ ○ ○ ○ ○ 両敬 使者
36 松 平 忠 侯 肥前/島原藩 帝鑑間 ○ ○ ○ 両敬 使者
37 井 上 正 春 上野/館林藩 雁間 ○ ○ ○ 両敬 使者

表1　成瀬正寿の病中・葬儀の見舞いに訪れた大名家



近
世
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際

九
九

番号 名　前 居城・居所 殿席 御病中 不軽之節 御大切之節 御悔 御出棺後 関係 返礼
使者 奉札 使者 奉札 使者 奉札 使者 奉札 使者 奉札

38 松 平 信 順 三河/吉田藩 雁間 ○ ○ ○ 両敬 使者
39 酒 井 忠 方 出羽/松山藩 帝鑑間 ○ ○ 両敬 使者
40 石 川 総 和 伊勢/亀山藩 帝鑑間 ○ ○ 両敬 使者
41 板 倉 勝 職 備中/松山藩 雁間 ○ ○ 両敬 使者
42 植 村 家 教 大和/高取藩 帝鑑間 ○ ○ ○ ○ 両敬 奉札
43 黒 田 斉 溥 筑前/福岡藩 大広間 ○ ○ ○ ○ 両敬 奉札
44 青 山 幸 哉 美濃/郡上藩 雁間 ○ ○ ○ ○ 両敬 奉札
45 青 山 忠 良 丹波/篠山藩 雁間 ○ ○ ○ 両敬 奉札
46 真 田 幸 貫 信濃/松代藩 帝鑑間 ○ ○ ○ 両敬 奉札
47 間 部 詮 勝 越前/鯖江藩 溜間次 ○ ○ ○ 両敬 奉札
48 松 平 忠 栄 摂津/尼崎藩 帝鑑間 ○ ○ ○ 両敬 奉札
49 建 部 政 醇 播磨/林田藩 柳間 ○ ○ ○ 両敬 奉札
50 松 平 忠 優 信濃/上田藩 帝鑑間 ○ ○ 両敬 奉札
51 本 多 正 寛 駿河/田中藩 雁間 ○ ○ 両敬 奉札
52 森 川 俊 民 下総/生実藩 菊間 ○ 両敬 奉札

53 矢 部 謙 克 尾張藩士 ◎（5）
○（8） ○ ◎/○ ○ ◎ ○ 片敬 使者

54 五味千之丞 尾張藩士 ◎（4）
○（1） ○ ○ ◎ ◎/○ ○ 片敬 使者

55 由 良 貞 靖 旗本 ◎（2）
○（1）○（4） ○ ○ 片敬 使者

56 水 野 忠 央 紀伊藩付家老 ◎（1） ○ ○ ○ ○ ○ 片敬 使者
57 松 平 斉 厚 石見/浜田藩 大廊下 ○（1） ○ ○ 片敬 使者
58 上 杉 斉 定 出羽/米沢藩 大広間 ○ ○ ○ ○ 片敬 使者
59 安 藤 直 裕 紀伊藩付家老 ○ ○ ○ ○ ○ 片敬 使者

60 牧 野 成 著 旗本 ◎（5）
○（1） ◎/○ ○ ○ ○ 片敬 使者

61 安 藤 信 由 陸奥/磐城平藩 雁間 ○（1） ○ 片敬 使者
62 牧 野 忠 雅 越後/長岡藩 帝鑑間 ○（1） 片敬 使者
63 毛 利 元 義 長門/長府藩 大広間 ○ ○ ○ ○ 片敬 使者
64 志水半之丞 尾張藩士 ○ ○ ○ ○ 片敬 使者
65 三 宅 康 直 三河/田原藩 帝鑑間 ○ ○ 片敬 使者
66 林　 忠 旭 上総/貝淵藩 菊間 ○ 片敬 使者
67 南 部 信 誉 陸奥/七戸藩 柳間 ○ ○ ○ ○ 片敬 使者
68 石 河 光 茂 尾張藩士 ○ ○ ○ 片敬 使者
69 稲 垣 長 剛 志摩/鳥羽藩 帝鑑間 ○ ○ ○ 片敬 使者
70 鳥 居 忠 挙 下野/壬生藩 帝鑑間 ○ ○ ○ 片敬 使者
71 内 藤 正 縄 信濃/岩村田藩 菊間 ○ ○ 片敬 使者
72 渡 辺 寧 綱 尾張藩士 ○ ○ 片敬 使者
73 阿 部 正 篤 陸奥/白河藩 雁間 ○ ○ ○ 片敬 使者
74 松 平 頼 誠 陸奥/守山藩 大広間 ○ ○ ○ 片敬 使者
75 松 平 忠 彦 武蔵/忍藩 溜間 ○ ○ ○ 片敬 使者
76 浅 野 斉 粛 安芸/広島藩 大広間 ○ ○ 片敬 使者
77 柳 沢 保 興 大和/郡山藩 帝鑑間 ○ 片敬 使者
78 井 伊 直 亮 近江/彦根藩 溜間 ○ ○ 片敬 使者
79 上 杉 勝 義 出羽/米沢新田藩 柳間 ○ ○ ○ 片敬 使者
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一
〇
〇

番号 名　前 居城・居所 殿席 御病中 不軽之節 御大切之節 御悔 御出棺後 関係 返礼
使者 奉札 使者 奉札 使者 奉札 使者 奉札 使者 奉札

80 一 柳 頼 紹 伊予/小松藩 柳間 ○ ○ ○ 片敬 使者
81 亀 井 玆 方 石見/津和野藩 柳間 ○ ○ ○ 片敬 使者
82 伊 東 祐 相 日向/飫肥藩 柳間 ○ ○ 片敬 使者
83 松 平 斉 貴 出雲/松江藩 大広間 ○ ○ 片敬 使者
84 山野辺義親 水戸藩家老 ○ ○ 片敬 使者
85 三 浦 為 章 紀州藩家老 ○ ○ 片敬 使者
86 久 野 純 固 紀州藩家老 ○ ○ 片敬 使者
87 渡 辺 潔 綱 和泉/伯太藩 菊間 ○ 片敬 使者
88 水 野 忠 邦 遠江/浜松藩 雁間 ○ 片敬 使者
89 細 川 斉 護 肥後/熊本藩 大広間 ○ 片敬 使者
90 鍋 島 直 尭 肥前/小城藩 柳間 ○ 片敬 使者
91 中 川 久 教 豊後/岡藩 柳間 ○ 片敬 使者
92 松 浦　 煕 肥前/平戸藩 柳間 ○ 片敬 使者
93 土 井 利 祐 三河/刈谷藩 雁間 ○ 片敬 使者
94 京 極 高 朗 讃岐/丸亀藩 柳間 ○ 片敬 使者
95 大 村 純 顕 肥前/大村藩 柳間 ○ 片敬 使者
96 東本願寺 浄土真宗 ○ 片敬 使者
97 柳 沢 光 昭 越後/黒川藩 帝鑑間 片敬 使者
98 藤 堂 高 秭 伊勢/久居藩 柳間 片敬 使者
99 柳 沢 里 顕 越後/三日市藩 帝鑑間 ○（2） 片敬 奉札
100 織 田 秀 陽 大和/柳本藩 柳間 ○ 片敬 奉札
101 北 条 氏 喬 河内/狭山藩 柳間 ○ 片敬 奉札
102 本 多 康 禎 近江/膳所藩 帝鑑間 ○ 片敬 奉札
103 六 郷 政 恒 出羽/本荘藩 柳間 ○ ○ ○ 片敬 奉札
104 南 部 利 済 陸奥/盛岡藩 大広間 ○ ○ ○ 片敬 奉札
105 秋 元 久 朝 出羽/山形藩 雁間 ○ ○ ○ 片敬 奉札
106 稲 垣 定 国 近江/山上藩 菊間 ○ ○ ○ 片敬 奉札
107 遠 山 友 寿 美濃/苗木藩 柳間 ○ ○ ○ 片敬 奉札
108 津 軽 信 順 陸奥/弘前藩 大広間 ○ ○ ○ 片敬 奉札
109 谷　 衛 昉 丹波/山家藩 柳間 ○ ○ 片敬 奉札
110 酒 井 忠 学 播磨/姫路藩 溜間 ○ ○ 片敬 奉札
111 木 下 利 愛 備中/足守藩 柳間 ○ ○ 片敬 奉札
112 堀　 之 敏 越後/椎谷藩 菊間 ○ ○ 片敬 奉札
113 土 方 雄 嘉 伊勢/菰野藩 柳間 ○ ○ 片敬 奉札
114 土 屋 彦 直 常陸/土浦藩 雁間 ○ ○ 片敬 奉札
115 小笠原忠固 豊前/小倉藩 溜間 ○ ○ 片敬 奉札
116 有 馬 頼 徳 筑後/久留米藩 大広間 ○ ○ 片敬 奉札
117 松 平 乗 利 三河/奥殿藩 菊間 ○ ○ 片敬 奉札
118 仙 石 久 利 但馬/出石藩 柳間 ○ ○ 片敬 奉札
119 京 極 高 琢 讃岐/多度津藩 柳間 ○ ○ 片敬 奉札
120 小 出 英 発 丹波/園部藩 柳間 ○ ○ 片敬 奉札
121 織 田 信 学 出羽/天童藩 柳間 ○ ○ 片敬 奉札
122 松 平 容 敬 陸奥/会津藩 溜間 ○ ○ 片敬 奉札
123 松 平 信 宝 出羽/上山藩 帝鑑間 ○ ○ 片敬 奉札
124 内 藤 政 義 日向/延岡藩 帝鑑間 ○ ○ 片敬 奉札
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番号 名　前 居城・居所 殿席 御病中 不軽之節 御大切之節 御悔 御出棺後 関係 返礼
使者 奉札 使者 奉札 使者 奉札 使者 奉札 使者 奉札

125 内 藤 政 民 陸奥/湯長谷藩 帝鑑間 ○ ○ 片敬 奉札
126 保 科 正 丕 上総/飯野藩 帝鑑間 ○ 片敬 奉札
127 溝 口 直 溥 越後/新発田藩 柳間 ○ 片敬 奉札
128 片 桐 貞 信 大和/小泉藩 柳間 ○ 片敬 奉札
129 内 田 正 道 下総/小見川藩 菊間 ○ 片敬 奉札
130 一 柳 末 延 播磨/小野藩 柳間 ○ ○ 片敬 奉札
131 毛 利 元 世 長門/清末藩 柳間 ○ 片敬 奉札
132 大久保仙丸 相模/小田原藩 帝鑑間 ○ 片敬 奉札
133 関　 成 煥 備中/新見藩 柳間 ○ 片敬 奉札
134 堀　 直 格 信濃/須坂藩 柳間 ○ 片敬 奉札
135 山 口 弘 封 常陸/牛久藩 菊間 ○ 片敬 奉札
136 相 馬 充 胤 陸奥/中村藩 帝鑑間 ○ 片敬 奉札
137 岡 部 長 和 和泉/岸和田藩 帝鑑間 ○ 片敬 奉札
138 松 平 定 剛 伊予/今治藩 帝鑑間 ○ 片敬 奉札
139 加 藤 泰 理 伊予/新谷藩 柳間 ○ 片敬 奉札
140 青 木 重 竜 摂津/麻田藩 柳間 ○ 片敬 奉札
141 島 津 忠 徹 日向/佐土原藩 柳間 ○
142 永 井 直 養 大和/新庄藩 菊間 ○
143 毛 利 慶 親 長門/萩藩 大広間 ○

「舜徳院様御病中以来正住公御矇中迄御見舞等右御挨拶御使者手扣調同奉札調并払夫調」（犬山城白帝文庫所蔵、
成瀬家文書406）より作成。
・原則として、藩主の名前は「大成武鑑（天保9年）」巻1・2（国立国会図書館デジタルコレクション）に掲載され
ている名前に従った。
・網かけの家は成瀬家との姻戚・縁戚関係が確認できる家である。
・「殿席」欄は前掲「大成武鑑（天保9年）」巻1・2、高田綾子「殿席別大名一覧」（松尾美惠子・藤實久美子編『大
名の江戸暮らし事典』〈柊風舎、2021年〉）を参照した。
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番号 名　前 居城・居所 関係 続柄
6 戸 田 氏 庸 美濃/大垣藩 両敬 延寿院（正寿の室）の養母の従弟。
7 奥 平 昌 猷 豊前/中津藩 両敬 鏐（正住の室）の兄弟。
8 大久保忠保 下野/烏山藩 両敬 忠喜（忠保の養祖父）が延寿院（正寿の室）の父。
9 永 井 尚 佐 美濃/加納藩 両敬 尚典（尚左の嫡子）が鏐（正住の室）の姉の婿。
14 竹 腰 正 富 美濃/今尾 両敬 竹腰正信（正富の祖先）が光照院（正虎の継室）の実父。
15 成 瀬 藤 蔵 旗本 両敬 正育（藤蔵の父）が正寿の姉妹と縁組。
16 小浜平大夫 旗本 両敬 父が正寿の兄隆庸。隆庸は小浜家に養子入り。
17 青 山 幸 敬 旗本 両敬 父幸詮が正寿の弟（実は正賢の子）。幸詮は青山家に養子入り。
21 松 平 光 庸 信濃/松本藩 両敬 光和（光庸の4代前の当主）が貞祥院（正典の室）の甥。
22 稲 葉 幾 通 豊後/臼杵藩 両敬 正住の相婿。
31 松 平 信 豪 丹波/亀山藩 両敬 貞祥院（正典の室）の兄弟の婿。
32 水 野 勝 進 下総/結城藩 両敬 富貴（正寿の娘）と縁組。
35 堀　 直 央 越後/村松藩 両敬 堀直利（直央の祖先）の女が正泰の妹の生母。
39 酒 井 忠 方 出羽/松山藩 両敬 鏐（正住の室）の姉の婿。
40 石 川 総 和 伊勢/亀山藩 両敬 正典の相婿。
41 板 倉 勝 職 備中/松山藩 両敬 重宗（勝職の祖先）の室が正虎の妹。
42 植 村 家 教 大和/高取藩 両敬 延寿院（正寿の室）の姪の婿。
48 松 平 忠 栄 摂津/尼崎藩 両敬 貞祥院（正典の室）の兄弟の婿。
51 本 多 正 寛 駿河/田中藩 両敬 正重（正寛の祖先）の女が妙琳（正成の継室）。
52 森 川 俊 民 下総/生実藩 両敬 氏俊（俊民の祖先）の女が林鐘院（正成の室）。
64 志水半之丞 尾張藩士 片敬 忠継（半之丞の祖先）の室が亀（正虎の女）。
133 関　 成 煥 備中/新見藩 片敬 長治（成煥の祖先）の室が高運院（正親の女）。

表2　成瀬家と姻戚・縁戚関係がある家

「御両敬記」（犬山城白帝文庫所蔵、成瀬家文書1244-4）・「御法号附御略系」（犬山城白帝文庫所蔵、成瀬家文書
1893）・「成瀬家譜（尾張犬山）」（東京大学史料編纂所所蔵）・小川恭一編『寛政譜以降　旗本家百科事典〈第1巻）』
（東洋書林、1997年）を基にして作成。
・「番号」欄は【表1】の番号欄に対応。


